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西
海
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編
集
者
の
ひ
と
こ
と

西
海
市
の
情
報
を
テ
レ
ビ
で
確
認
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
３
か
月
が

経
ち
ま
し
た
。
N
B
C
長
崎
放
送
に

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
合
わ
せ
て
d
ボ
タ
ン

を
押
し
て
「
自
治
体
情
報
」
ボ
タ
ン

を
選
択
。
こ
の
よ
う
な
簡
単
な
操
作

だ
け
で
た
く
さ
ん
の
情
報
が
得
ら
れ

る
と
は
、
世
の
中
の
物
は
な
ん
て
便

利
で
進
化
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
し

み
じ
み
感
じ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
家
電
で
例
を
挙
げ
て
み
る
と
、

・
ビ
デ
オ
↓
D
V
D

・
携
帯
電
話
↓
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

・
地
図
帳
↓
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

・
掃
除
機
↓
お
掃
除
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
…

　

10
年
後
に
は
色
々
な
物
が
さ
ら
に

進
化
し
て
い
そ
う
で
す
ね
。

…
（
ひ
）

石　

鍋

か
つ
て
の
繁
栄
の

歴
史
を
今
に
残
す―

つ
な
が
る
 ひ
ろ
が
る
 未

来
へ
つ づ く  健 康 の 里 さ い か

い

つ
な
が
る
 ひ
ろ
が
る
 未

来
へ
つ づ く  健 康 の 里 さ い か

い

つつつつ
なななな
がががが
るるるる
ひひひひ
ろろろろ
がががが
るるるる

未未未未
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観光トピック

市長コラム

【
件
名
】夏
祭
り
写
真

【
本
文
】撮
影
者
名
、撮
影
日
、祭
名
、作
品
名

※
１
通
の
メ
ー
ル
に
つ
き
、作
品
は
１
件（
サ

イ
ズ
の
上
限
は
７
メ
ガ
バ
イ
ト
ま
で
）と
し

ま
す
。作
品
が
複
数
あ
る
場
合
は
、メ
ー
ル

を
複
数
回
に
分
け
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

【
送
信
先
】

h
ish
o
ko
h
o
@
city.sa

ika
i.lg.jp

※
応
募
作
品
の
審
査
発
表
は
広
報
さ
い
か
い
１０
月

号
の
掲
載
で
お
知
ら
せ
す
る
も
の
と
し
、事
前
に

全
て
の
応
募
者
に
は
通
知
を
行
い
ま
せ
ん
。

※
応
募
に
伴
い
発
生
し
た
送
信
費
等
は
全
て
応
募

者
の
負
担
と
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

政
策
企
画
課
秘
書
広
報
班　

☎
３７‐０
２
６
１

～夏祭りの季節がやってきた～

応
募
要
項

応
募
テ
ー
マ「
思
い
出
に
残
る
夏
祭
り
」

応
募
期
間　

     

８
月
１１
日
〜
３１
日

応
募
資
格　

     

プ
ロ・ア
マ
不
問

入
賞
に
つ
い
て　

最
優
秀
賞 

１
点
、

　
　
　
　
　
　
　

優
秀
賞 

１
町
に
つ
き
３
点

入
賞
し
た
作
品
は
広
報
さ
い
か
い
１０
月
号
の
特
集

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
！

応
募
作
品
数　

  

１
人
に
つ
き
３
点
ま
で

応
募
作
品
に
関
す
る
諸
注
意

○
他
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
未
発
表
、発
表
予
定
の
な
い

も
の
に
限
り
ま
す
。

○
応
募
作
品
で
使
用
す
る
被
写
体
お
よ
び
著
作
物
の
肖
像

権
、著
作
権
等
に
つ
い
て
は
、応
募
者
の
責
任
と
な
り
ま

す
。ま
た
、被
写
体
は
必
ず
ご
本
人（
被
写
体
）の
使
用
許

諾
承
認
を
得
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。被
写
体
が
未
成
年

の
場
合
は
、親
権
者
の
承
諾
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
応
募
作
品
に
つ
い
て
第
三
者
か
ら
権
利
侵
害
に
関
す
る

申
し
入
れ
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
、そ
れ
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
は
応
募
者
が
全
て
の
責
任
を
負
う
も
の
と
し
ま
す
。

○
応
募
作
品
の
著
作
権
は
応
募
者
に
帰
属
し
ま
す
。

○
西
海
市
は
広
報
活
動
等
に
応
募
作
品
を
無
償・無
許
可
で

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。ま
た
、応
募
作

品
を
第
三
者
に
無
償
で
貸
与
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

○
こ
の
応
募
要
項
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
事
項
に
つ
い
て

は
、西
海
市
が
最
終
的
な
決
定
権
を
持
つ
も
の
と
し
ま
す
。

応
募
方
法

電
子
メ
ー
ル
に
作
品（
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
フ
ァ
イ
ル
）を
添

付
し
、件
名
と
本
文
を
次
の
と
お
り
入
力
し
て
、送

信
し
て
く
だ
さ
い
。

８月に西海市内各地区で行われる夏祭りの様子を

撮影した写真を募集します！下記の応募要項をご確認

の上、たくさんのご応募をお待ちしています！



まちの話題
ま
ち
の
話
題 日

本
画
部
門
で
西
海
市
か
ら

2
名
受
賞

「
共
助
」
の
精
神
で

災
害
に
備
え
よ
う

　

6
月
2
日
、第
13
回
長
崎
県
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
生
き
が
い
作
品

展
の
開
会
式
典
が
長
崎
県
美
術
館
で
開
催
さ
れ
、日
本
画
・
洋
画
・

写
真
・
書
・
工
芸
・
彫
刻
の
各
部
門
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

西
海
市
か
ら
は
、
小
川
衛
さ
ん
が
日
本
画
部
門
で
長
崎
県
知

事
賞
を
、
宮
川
孝
子
さ
ん
が
同
じ
く
日
本
画
部
門
で
長
崎
県
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

小
川
さ
ん
は「
昔
の
方
に
よ
っ
て
苦
労
し
て
作
ら
れ
た
石
段
が

素
朴
で
印
象
的
な
熊
野
神
社
を
モ
デ
ル
に
し
ま
し
た
。
県
知
事

賞
は
驚
き
で
し
た
。」、
宮
川
さ
ん
は「
鯉
の
魅
力
に
ひ
か
れ
て
こ

の
絵
を
描
き
ま
し
た
。
す
ご
い
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
上
手
く
な
れ
る
よ
う
に
勉
強
し
ま
す
。」
と
喜
び
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
2
作
品
は
10
月
に
開
催
さ
れ
る
第
29
回
全
国
健
康

福
祉
祭
な
が
さ
き
大
会
に
本
県
代
表
作
品
と
し
て
展
示
さ
れ
、
11

月
19
・
20
日
に
は
大
瀬
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

る「
お
お
せ
と
・
ふ
れ
あ
い
集
い
」に
て
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

全
国
各
地
で
地
震
や
豪
雨
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
相

次
ぐ
中
、
大
瀬
戸
地
域
婦
人
会
に
よ
り
、
防
災
意
識
を
高

め
る
目
的
で
、
6
月
25
日
に
大
瀬
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、「
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
技
術
講
習
会
」が
開
催
さ

れ
、
日
本
赤
十
字
社
長
崎
県
支
部
の
藤
田
学
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、
婦
人
会
会
員
約
50
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

講
話
の
中
で
は
、
い
つ
・
ど
こ
で
被
災
す
る
か
を
頭
に

入
れ
、
日
頃
か
ら
ど
の
よ
う
な
準
備
を
し
て
お
い
た
ら
よ

い
か
な
ど
、
熊
本
地
震
の
教
訓
を
交
え
な
が
ら
具
体
的
な

対
応
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
一
方
、
実
技
の「
非
常
食

炊
き
出
し
」
で
は
、
災
害
時
に
水
不
足
で
も
、
海
水
や
川

の
水
、
ま
た
少
々
の
泥
水
で
も
、
鍋
で
湯
を
沸
か
し
、
耐

熱
性
の
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
袋
に
飲
料
水
を
入
れ
、
真
空
状
態

で
ご
飯
を
炊
く
方
法
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

藤
田
さ
ん
は
、「
こ
の
よ
う
な
講
習
会
や
実
技
を
各
地

で
数
多
く
開
催
し
、
行
政
の『
公
助
』だ
け
に
頼
ら
ず
、
地

域
の
中
で
顔
の
見
え
る『
共
助
』
の
関
係
を
大
切
に
し
て

災
害
に
備
え
て
ほ
し
い
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

6
月
25
日
・
26
日
に
開
催
さ
れ
た
第
36
回

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
カ
ッ
プ
全
日
本
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
長
崎
県
予
選
大
会
に
お
い

て
、
西
海
市
代
表
の
西
海
東
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
が
激
戦
を
制
し
優
勝
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
ノ
ー
シ
ー
ド
か
ら
の
挑
戦
で
し
た

が
、
一
戦
ご
と
に
成
長
し
、
優
勝
を
勝
ち
取
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

8
月
9
日
か
ら
12
日
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ

る
第
36
回
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
カ
ッ
プ
全
日
本

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
に
長
崎
県
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
す
。
予
選
突
破
を
目
指
し
て
頑

張
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▲優勝を決めた西海東男子バレーボールクラブ

▲非常食炊き出しの実技
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西
海
市
は
、こ
の
夏
か
ら
地
方
創
生
推
進

の
一
環
で
シ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
宮

里
賢
史
氏
を
迎
え
ま
し
た
。西
海
市
は

2
0
6
0
年
に
人
口
3
0
、0
0
0
人
を
実

現
す
る
た
め
、今
年
度
か
ら
本
格
的
な
事
業

組
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。シ
テ
ィ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
着
任
に
あ
た
り
、宮
里
氏
に
話
を
伺

い
ま
し
た
。着

任
し
て
か
ら
１
か
月
余
り
で
す

が
、シ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て

の
お
仕
事
は
い
か
が
で
す
か
。

非
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
仕
事
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
、刺
激
的
な
日
々
を
過

ご
し
て
お
り
ま
す
。

西
海
市
は
こ
れ
か
ら
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い
く
の

で
す
か
。

直
近
で
す
と
西
海
市
は
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス

様
と
協
働
事
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。こ
の

夏
休
み
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
て
早
速「
大
自

然
満
喫
西
海
バ
ス
ツ
ア
ー
」を
企
画
・
実
施

致
し
て
お
り
ま
す
。ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
に
来

て
い
る
お
客
様
に
も
う
一
足
伸
ば
し
て
も
ら

い
、西
海
市
の
魅
力
あ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
、

巡
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

西
海
バ
ス
ツ
ア
ー
と
の
こ
と
で
す

が
、ど
の
あ
た
り
を
回
る
ツ
ア
ー
な

の
で
す
か
？

１
日
は
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
を
観
光
し
て
い

た
だ
き
、も
う
1
日
は
西
海
市
を
楽
し
ん
で

も
ら
う
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

長
崎
バ
イ
オ
パ
ー
ク
、七
ツ
釜
鍾
乳
洞
や
み

か
ん
ド
ー
ム
、今
年
オ
ー
プ
ン
し
た
ポ
ー
ト

ホ
ー
ル
ン
も
入
っ
て
お
り
ま
す
。

東
京
か
ら
来
た
と
の
こ
と
で
す

が
、西
海
市
で
の
生
活
は
い
か
が
で

す
か
？

と
て
も
快
適
で
す
。私
自
身
は
信
号
も
な

い
広
島
の
田
舎
町
に
18
年
間
住
ん
で
い
た

の
で
、西
海
市
で
も
何
不
自
由
な
く
暮
ら
し

て
い
ま
す
。た
だ
ム
カ
デ
は
怖
い
の
で
、先
週

ム
カ
デ
コ
ロ
リ
を
買
い
ま
し
た（
笑
）。

宮
里
賢
史　

略
歴

広
島
県
出
身
。慶
應
義
塾
大
学
卒
業
後
に
株
式

会
社
三
井
住
友
銀
行
に
入
行
。法
人
営
業
お
よ
び
協

調
融
資
を
メ
イ
ン
に
３
年
間
勤
務
し
た
後
、独
立
。

全
国
で
５
店
舗
の
ス
イ
ー
ツ
店
舗
を
経
営
。そ
の
後

I
T
企
業
を
設
立
し
主
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門
と

広
告
部
門
を
統
括
。現
在
も
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
事
業

と
w
e
b
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
を
行
う
会
社
の
代

表
を
務
め
る
。1
9
8
8
年
生
ま
れ
。

ＱＱ

ＱＱ

地域活性化へ
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まちの話題
ま
ち
の
話
題 日

本
画
部
門
で
西
海
市
か
ら

2
名
受
賞

「
共
助
」
の
精
神
で

災
害
に
備
え
よ
う

　

6
月
2
日
、第
13
回
長
崎
県
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
生
き
が
い
作
品

展
の
開
会
式
典
が
長
崎
県
美
術
館
で
開
催
さ
れ
、日
本
画
・
洋
画
・

写
真
・
書
・
工
芸
・
彫
刻
の
各
部
門
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

西
海
市
か
ら
は
、
小
川
衛
さ
ん
が
日
本
画
部
門
で
長
崎
県
知

事
賞
を
、
宮
川
孝
子
さ
ん
が
同
じ
く
日
本
画
部
門
で
長
崎
県
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

小
川
さ
ん
は「
昔
の
方
に
よ
っ
て
苦
労
し
て
作
ら
れ
た
石
段
が

素
朴
で
印
象
的
な
熊
野
神
社
を
モ
デ
ル
に
し
ま
し
た
。
県
知
事

賞
は
驚
き
で
し
た
。」、
宮
川
さ
ん
は「
鯉
の
魅
力
に
ひ
か
れ
て
こ

の
絵
を
描
き
ま
し
た
。
す
ご
い
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
上
手
く
な
れ
る
よ
う
に
勉
強
し
ま
す
。」
と
喜
び
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
2
作
品
は
10
月
に
開
催
さ
れ
る
第
29
回
全
国
健
康

福
祉
祭
な
が
さ
き
大
会
に
本
県
代
表
作
品
と
し
て
展
示
さ
れ
、
11

月
19
・
20
日
に
は
大
瀬
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

る「
お
お
せ
と
・
ふ
れ
あ
い
集
い
」に
て
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

全
国
各
地
で
地
震
や
豪
雨
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
相

次
ぐ
中
、
大
瀬
戸
地
域
婦
人
会
に
よ
り
、
防
災
意
識
を
高

め
る
目
的
で
、
6
月
25
日
に
大
瀬
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、「
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
技
術
講
習
会
」が
開
催
さ

れ
、
日
本
赤
十
字
社
長
崎
県
支
部
の
藤
田
学
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、
婦
人
会
会
員
約
50
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

講
話
の
中
で
は
、
い
つ
・
ど
こ
で
被
災
す
る
か
を
頭
に

入
れ
、
日
頃
か
ら
ど
の
よ
う
な
準
備
を
し
て
お
い
た
ら
よ

い
か
な
ど
、
熊
本
地
震
の
教
訓
を
交
え
な
が
ら
具
体
的
な

対
応
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
一
方
、
実
技
の「
非
常
食

炊
き
出
し
」
で
は
、
災
害
時
に
水
不
足
で
も
、
海
水
や
川

の
水
、
ま
た
少
々
の
泥
水
で
も
、
鍋
で
湯
を
沸
か
し
、
耐

熱
性
の
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
袋
に
飲
料
水
を
入
れ
、
真
空
状
態

で
ご
飯
を
炊
く
方
法
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

藤
田
さ
ん
は
、「
こ
の
よ
う
な
講
習
会
や
実
技
を
各
地

で
数
多
く
開
催
し
、
行
政
の『
公
助
』だ
け
に
頼
ら
ず
、
地

域
の
中
で
顔
の
見
え
る『
共
助
』
の
関
係
を
大
切
に
し
て

災
害
に
備
え
て
ほ
し
い
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

6
月
25
日
・
26
日
に
開
催
さ
れ
た
第
36
回

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
カ
ッ
プ
全
日
本
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
長
崎
県
予
選
大
会
に
お
い

て
、
西
海
市
代
表
の
西
海
東
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
が
激
戦
を
制
し
優
勝
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
ノ
ー
シ
ー
ド
か
ら
の
挑
戦
で
し
た

が
、
一
戦
ご
と
に
成
長
し
、
優
勝
を
勝
ち
取
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

8
月
9
日
か
ら
12
日
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ

る
第
36
回
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
カ
ッ
プ
全
日
本

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
に
長
崎
県
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
す
。
予
選
突
破
を
目
指
し
て
頑

張
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▲優勝を決めた西海東男子バレーボールクラブ

▲非常食炊き出しの実技
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ま
ち
づ
く
り

まちづくり

　

人
権
に
関
す
る
悩
み
ご
と
相
談
や
人
権

啓
発
活
動
を
行
う
人
権
擁
護
委
員
に
崎
戸

町
の
山
口
二
郎
さ
ん
が
7
月
1
日
付
で
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
市
民
の
人
権
を

守
る
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。

　

山
口
さ
ん
は
、
偶
数
月
の
第
2
金
曜
日

に
崎
戸
中
央
公
民
館
に
お
い
て
人
権
相
談

会
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
に
山
口
二
郎
さ
ん

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

通知カードは平成28年9月末までに
お受け取りください!!

　平成27年11月以降、市民の皆様に通知カードを簡易書留
で郵送していますが、ご不在等で受け取れなかった方の通知
カードは西海市に戻ってきています。

　戻ってきた通知カードの受取期間は、平成28年3月31日
までとしておりましたが、国からの通知により、西海市では
通知カードの受取期間を平成28年9月30日まで延長する
ことになりました。

　通知カードを受け取られていない方へ、市民課より通知を送付しています。
　通知カードは個人番号をお知らせする大切な書類ですので、9月30日までにお受け取りください。な
お、10月以降は再交付扱いとなり、手数料（500円）がかかりますのでご注意ください。

マイナちゃん

［平日交付時間］　8時30分～ 17時15分
［平日交付場所］　本庁市民課、各総合支所、各出張所
［休日交付日時］　下記の9時から17時
 ・9月  4日（日） 場所：大島総合支所
 ・9月25日（日） 場所：本庁市民課
［予  約  方  法］　市民課（☎37－0164）へお電話でお申し込みください。

問い合わせ先　市民課　☎37－0164

▲山口　二郎さん
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まちの話題
ま
ち
の
話
題J

－

P
O
W
E
R
、返
り
咲
き

〜
第
53
回 

大
瀬
戸
ペ
ー
ロ
ン
大
会
開
催
〜

　

7
月
3
日
に
瀬
戸
港
で
第
53
回
大
瀬
戸
ペ
ー
ロ
ン
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
レ
ー
ス
で
は
、
全
5
チ
ー
ム
が
予

選
で
4
試
合
レ
ー
ス
を
行
い
、
総
得
点
の
上
位
4
チ
ー
ム
で

あ
っ
た
「
松
島
」、「
雪
浦
」、「
J‒

P
O
W
E
R
」、「
多
以
良
」

が
決
勝
レ
ー
ス
に
進
み
ま
し
た
。
決
勝
レ
ー
ス
が
始
ま
る
直

前
に
突
然
の
大
雨
が
降
り
、
選
手
た
ち
の
体
力
が
奪
わ
れ
る

中
、
選
手
全
員
が
息
を
合
わ
せ
て
往
復
1
1
5
0
メ
ー
ト
ル

の
コ
ー
ス
を
力
強
く
漕
ぎ
切
り
ま
し
た
。
序
盤
で
リ
ー
ド
し

た
「
J‒

P
O
W
E
R
」
が
そ
の
ま
ま
逃
げ
切
り
、
2
年
ぶ

り
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

▲優勝記念の胴上げ

▲大雨の決勝

一般レースの
結果
優勝
J‒POWER

２位
雪浦

3位
多以良

4位
松島

5位
瀬戸

　横瀬郷の島永勝利さんは農業を始めて42年。か
つてはゆで干し大根を主に作っていましたが、現在
は10アールのカボチャ、5アールのジャガイモを主
に作り、6月中旬の収穫時には珍しい形のカボチャ
を収穫しました。
　今年に入って左記の写真のような形のカボチャが
採れたのは2回目。1回目のカボチャは近所の店に飾

らせてもらい、お客さんが来る度に
驚かれたそうです。島永さんは「商品
にはならないが、珍しいカボチャが採
れて記念になりました」と喜びました。

横瀬郷の島永勝利さんは農業を始めて42年。かの島永勝利さんは農業を始めてんは 　誰も見た事がない形の野菜、
人の顔に見える岩、真似できな
いような特技を持つ方、決まった
時刻にしか見る事ができない絶
景など、西海市内における珍し
い情報をお持ちの方は、下記ま
でご連絡ください。取材に伺い
ます。（紙面の都合上、掲載でき
ない場合もありますのでご了承
ください）
問い合わせ先
　政策企画課秘書広報班
　☎37－0261

　

6
月
1
日
か
ら
政
策
企
画
課
に
配
属
さ
れ
た
非
常
勤

職
員
の
内
田
恵
美（
め
ぐ
み
）さ
ん
。仕
事
内
容
は
、ブ
ロ

グ
で
の
情
報
発
信
。西
海
市
内
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
向
か

い
、取
材
に
飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。取
材
内
容
は
写
真
と

と
も
に
掲
載
。市
内
だ
け
で
な
く
全
国
に
向
け
て
西
海

市
の
魅
力
を
た
く
さ
ん
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
s
a
i
k
a
i
ブ
ロ
グ
」と
検

索
し
て
、【
旬
の
情
報
／
西
海
市
】と
い
う
ペ
ー
ジ
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
と
、市
内
の
様
々
な
情
報
が
ブ
ロ
グ
と
し
て

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

結
婚
を
す
る
ま
で
は
ず
っ
と
関
東
地
方
に
住
ん
で
い

た
内
田
さ
ん
。自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
で
夫
婦
そ
ろ
っ
て
農

的
な
暮
ら
し
を
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、昨
年
の
7
月

に
雪
浦
へ
移
住
。地
域
の
行
事
に
も
参
加
す
る
な
ど
、西

海
市
で
の
暮
ら
し
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
「
市
民
と
し
て
、他
県
出
身
者
と
し
て
。2
つ
の
視
点

か
ら
西
海
市
の
自
然
や
人
の
魅
力
を
、た
く
さ
ん
の
人

に
伝
え
て
い
き
ま
す
！
」

　

と
意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

政策企画課

内田 恵美さん
めぐみ

saikaiブログ
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ま
ち
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まちづくり

　

人
権
に
関
す
る
悩
み
ご
と
相
談
や
人
権

啓
発
活
動
を
行
う
人
権
擁
護
委
員
に
崎
戸

町
の
山
口
二
郎
さ
ん
が
7
月
1
日
付
で
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
市
民
の
人
権
を

守
る
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。

　

山
口
さ
ん
は
、
偶
数
月
の
第
2
金
曜
日

に
崎
戸
中
央
公
民
館
に
お
い
て
人
権
相
談

会
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
に
山
口
二
郎
さ
ん

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

通知カードは平成28年9月末までに
お受け取りください!!

　平成27年11月以降、市民の皆様に通知カードを簡易書留
で郵送していますが、ご不在等で受け取れなかった方の通知
カードは西海市に戻ってきています。

　戻ってきた通知カードの受取期間は、平成28年3月31日
までとしておりましたが、国からの通知により、西海市では
通知カードの受取期間を平成28年9月30日まで延長する
ことになりました。

　通知カードを受け取られていない方へ、市民課より通知を送付しています。
　通知カードは個人番号をお知らせする大切な書類ですので、9月30日までにお受け取りください。な
お、10月以降は再交付扱いとなり、手数料（500円）がかかりますのでご注意ください。

マイナちゃん

［平日交付時間］　8時30分～ 17時15分
［平日交付場所］　本庁市民課、各総合支所、各出張所
［休日交付日時］　下記の9時から17時
 ・9月  4日（日） 場所：大島総合支所
 ・9月25日（日） 場所：本庁市民課
［予  約  方  法］　市民課（☎37－0164）へお電話でお申し込みください。

問い合わせ先　市民課　☎37－0164

▲山口　二郎さん
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環
境
ニ
ュ
ー
ス

環境ニュース

　

食
中
毒
は
年
間
を
通
じ
て
発
生
し
、
特

に
暖
か
く
湿
気
が
多
い
こ
の
時
期
は
、
食

中
毒
の
原
因
と
な
る
細
菌
の
増
殖
が
活

発
に
な
る
た
め
、
食
中
毒
が
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

　

食
中
毒
予
防
の
原
則
は
、
食
中
毒
菌
を

「
つ
け
な
い
、
増
や
さ
な
い
、
退
治
す
る
」

で
す
。

 

食
中
毒
予
防
の
三
大
原
則

①
つ
け
な
い

□
調
理
す
る
人
は
必
ず
手
を
よ
く
洗
い

ま
し
ょ
う
。

□
肉
や
魚
を
保
存
す
る
際
は
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
や
容
器
に
入
れ
、
他
の
食
品
に

汁
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

□
食
材
は
、
新
鮮
な
物
を
使
い
、
よ
く

水
洗
い
し
て
か
ら
調
理
に
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

□
調
理
場
は
整
理
整
頓
し
、
清
潔
な
服

装
で
調
理
に
従
事
し
ま
し
ょ
う
。

□
ゴ
キ
ブ
リ
、
ハ
エ
、
ネ
ズ
ミ
の
駆
除

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

②
増
や
さ
な
い

□
冷
蔵
や
冷
凍
が
必
要
な
食
品
は
、
冷

蔵
庫
・
冷
凍
庫
に
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

□
冷
蔵
庫
は
10
度
以
下
、
冷
凍
庫
は
マ

イ
ナ
ス
15
度
以
下
が
目
安
で
す
。
食

品
を
詰
め
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
冷
気
の
循
環
が
悪
く
な
り

ま
す
。

□
温
度
管
理
を
し
て
も
細
菌
が
死
ぬ
わ

け
で
は
な
い
の
で
、
食
品
は
早
め
に

使
い
切
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

□
凍
結
し
て
い
る
食
品
は
室
温
で
の
解

凍
は
し
な
い
よ
う
に
し
て
、
冷
蔵
庫

か
電
子
レ
ン
ジ
で
解
凍
し
ま
し
ょ

う
。

□
調
理
は
迅
速
に
行
い
、
調
理
前
、
調

理
後
の
食
品
は
室
温
に
長
く
放
置
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
退
治
す
る

□
包
丁
や
ま
な
板
は
、
肉
や
魚
を
切
っ

た
後
に
良
く
洗
い
、
熱
湯
な
ど
で
消

毒
し
ま
し
ょ
う
。

□
加
熱
す
る
と
き
は
、
食
品
の
中
心
部

が
75
度
で
1
分
間
を
目
安
に
加
熱
し

ま
し
ょ
う
。

□
電
子
レ
ン
ジ
を
使
う
場
合
は
、
電
子

レ
ン
ジ
用
の
容
器
を
使
い
、
熱
の
伝

わ
り
に
く
い
物
は
時
々
か
き
混
ぜ
ま

し
ょ
う
。

□
調
理
器
具
は
よ
く
洗
い
、
定
期
的
に

殺
菌
を
し
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
に
つ
い
て

　

こ
の
季
節
に
な
る
と
、
左
記
の
写

真
の
よ
う
に
、
外
見
か
ら
は
金
属
が

見
え
な
い「
も
え
な
い
ご
み
」が
、「
も

え
る
ご
み
」
に
混
入
し
て
い
る
場
合

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
金
属
が
取
り

外
せ
な
い
も
の
は「
も
え
な
い
ご
み
」

に
な
り
ま
す
の
で
お
間
違
え
の
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
プ
レ
ー
缶
や
マ
ッ
チ
・

ラ
イ
タ
ー
、
花
火
な
ど
の
混
入
も
多

く
、
発
火
の
恐
れ
が
あ
り
大
変
危
険

で
す
の
で
ご
み
出
し
前
に
前
処
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
提
灯
、と
う
ろ
う
、造
花（
針
金
入
）

は
、
金
属
が
外
せ
な
い
場
合
は
、

「
も
え
な
い
ご
み
」へ
。

○
殺
虫
剤
の
ス
プ
レ
ー
缶
等
は
、
使

い
切
っ
た
後
、
穴
を
空
け
て「
資

源
ご
み
」へ
。

○
花
火
・
マ
ッ
チ
は
、
使
い
切
っ
て

か
ら「
も
え
る
ご
み
」
へ
。
未
使
用

の
場
合
は
水
で
濡
ら
し
、
新
聞
紙

に
包
ん
で「
も
え
る
ご
み
」へ
。

◇
夏
に
多
い
分
別
の
誤
り
◆

◀造花

◀提灯

5月
もえるごみ処理量 477.20t
炭化燃料 77.48t製造

6月
もえるごみ処理量 804.04t
炭化燃料 142.40t製造

07 広報さいかい8月号 No.136

き
ょ
う
い
く
の
広
場

きょういくの広場

1枚の利用者カードで西海市内の公立図
書館・図書室の本を借りることができま
す。ぜひ、ご利用ください。

なお、貸出期間は2週間
です。借りたら期限内に
返却をお願いします。

！
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西彼

西海

大島

崎戸

大瀬戸

西彼

西海

大瀬戸

大島

一般書

児童書

題　名 著　者

題　名 著　者

フリー！ 岡部　えつ
ガケ書房の頃 山下　賢二
からだに効く！朝ジュース＆スムージー 岸村　康代
葵の月 梶　よう子
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竜と流木 篠田　節子
不抜の剣 植松　三十里
残り者 朝井　まかて
ぼくは漫画大王 胡　傑
海よりもまだ深く 是枝 裕和／佐野 晶
イノセント 島本　理生
忘れられた日本の村 筒井　功
おうちで作るアイスケーキ 岡本　ゆかこ

8月6日
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8月13日
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午前10時30分～

絵本の読み語り・
工作など
絵本の読み語り
ほか
絵本の読み語り・
工作など
絵本の読み語り
ほか

ともだちどれだ？ 新井　洋行
目でみることばのずかん おかべ　たかし
ぼくはおばけのかていきょうし なぞのあかりどろぼう さとう　まきこ
おしっこおしっこ E・ジャドゥール
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地区

西彼

西海

大島

崎戸

大瀬戸

地区

土曜日
開 催

地区 日　時 内　容

西彼図書館
大島図書館
西海歴史民俗資料館図書室
大瀬戸歴史民俗資料館図書室
崎戸中央公民館図書室

西彼町喰場郷736
大島町1922-2
西海町黒口郷488-1
大瀬戸町瀬戸西濱郷61-1
崎戸町蠣浦郷1645

37-0228
37-0247
37-0234
37-0268
37-0158

毎週土・日曜日
午前9時～午後5時

毎週
月曜日

祝日・年末年始
（12月29日～
 翌年1月3日）
蔵書点検期間

火曜日～金曜日
午前10時～午後6時

月～金曜日午前9時～午後5時 土・日曜日

開館時間 休館日
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環
境
ニ
ュ
ー
ス

環境ニュース

　

食
中
毒
は
年
間
を
通
じ
て
発
生
し
、
特

に
暖
か
く
湿
気
が
多
い
こ
の
時
期
は
、
食

中
毒
の
原
因
と
な
る
細
菌
の
増
殖
が
活

発
に
な
る
た
め
、
食
中
毒
が
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

　

食
中
毒
予
防
の
原
則
は
、
食
中
毒
菌
を

「
つ
け
な
い
、
増
や
さ
な
い
、
退
治
す
る
」

で
す
。

 

食
中
毒
予
防
の
三
大
原
則

①
つ
け
な
い

□
調
理
す
る
人
は
必
ず
手
を
よ
く
洗
い

ま
し
ょ
う
。

□
肉
や
魚
を
保
存
す
る
際
は
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
や
容
器
に
入
れ
、
他
の
食
品
に

汁
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

□
食
材
は
、
新
鮮
な
物
を
使
い
、
よ
く

水
洗
い
し
て
か
ら
調
理
に
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

□
調
理
場
は
整
理
整
頓
し
、
清
潔
な
服

装
で
調
理
に
従
事
し
ま
し
ょ
う
。

□
ゴ
キ
ブ
リ
、
ハ
エ
、
ネ
ズ
ミ
の
駆
除

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

②
増
や
さ
な
い

□
冷
蔵
や
冷
凍
が
必
要
な
食
品
は
、
冷

蔵
庫
・
冷
凍
庫
に
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

□
冷
蔵
庫
は
10
度
以
下
、
冷
凍
庫
は
マ

イ
ナ
ス
15
度
以
下
が
目
安
で
す
。
食

品
を
詰
め
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
冷
気
の
循
環
が
悪
く
な
り

ま
す
。

□
温
度
管
理
を
し
て
も
細
菌
が
死
ぬ
わ

け
で
は
な
い
の
で
、
食
品
は
早
め
に

使
い
切
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

□
凍
結
し
て
い
る
食
品
は
室
温
で
の
解

凍
は
し
な
い
よ
う
に
し
て
、
冷
蔵
庫

か
電
子
レ
ン
ジ
で
解
凍
し
ま
し
ょ

う
。

□
調
理
は
迅
速
に
行
い
、
調
理
前
、
調

理
後
の
食
品
は
室
温
に
長
く
放
置
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
退
治
す
る

□
包
丁
や
ま
な
板
は
、
肉
や
魚
を
切
っ

た
後
に
良
く
洗
い
、
熱
湯
な
ど
で
消

毒
し
ま
し
ょ
う
。

□
加
熱
す
る
と
き
は
、
食
品
の
中
心
部

が
75
度
で
1
分
間
を
目
安
に
加
熱
し

ま
し
ょ
う
。

□
電
子
レ
ン
ジ
を
使
う
場
合
は
、
電
子

レ
ン
ジ
用
の
容
器
を
使
い
、
熱
の
伝

わ
り
に
く
い
物
は
時
々
か
き
混
ぜ
ま

し
ょ
う
。

□
調
理
器
具
は
よ
く
洗
い
、
定
期
的
に

殺
菌
を
し
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
に
つ
い
て

　

こ
の
季
節
に
な
る
と
、
左
記
の
写

真
の
よ
う
に
、
外
見
か
ら
は
金
属
が

見
え
な
い「
も
え
な
い
ご
み
」が
、「
も

え
る
ご
み
」
に
混
入
し
て
い
る
場
合

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
金
属
が
取
り

外
せ
な
い
も
の
は「
も
え
な
い
ご
み
」

に
な
り
ま
す
の
で
お
間
違
え
の
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
プ
レ
ー
缶
や
マ
ッ
チ
・

ラ
イ
タ
ー
、
花
火
な
ど
の
混
入
も
多

く
、
発
火
の
恐
れ
が
あ
り
大
変
危
険

で
す
の
で
ご
み
出
し
前
に
前
処
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
提
灯
、と
う
ろ
う
、造
花（
針
金
入
）

は
、
金
属
が
外
せ
な
い
場
合
は
、

「
も
え
な
い
ご
み
」へ
。

○
殺
虫
剤
の
ス
プ
レ
ー
缶
等
は
、
使

い
切
っ
た
後
、
穴
を
空
け
て「
資

源
ご
み
」へ
。

○
花
火
・
マ
ッ
チ
は
、
使
い
切
っ
て

か
ら「
も
え
る
ご
み
」
へ
。
未
使
用

の
場
合
は
水
で
濡
ら
し
、
新
聞
紙

に
包
ん
で「
も
え
る
ご
み
」へ
。

◇
夏
に
多
い
分
別
の
誤
り
◆

◀造花

◀提灯

5月
もえるごみ処理量 477.20t
炭化燃料 77.48t製造

6月
もえるごみ処理量 804.04t
炭化燃料 142.40t製造
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ほ
け
ん
と
ふ
く
し

【ステップ1】
腹囲とBMIで内臓脂肪蓄積の危険度を判定します

【ステップ2】

【ステップ3】
ステップ1・2から保健指導レベルを
グループ分けします

『特 定 保 健 指 導 』の 区 分 （図1）

ある ある

【ステップ1】で①に該当した場合
ステップ2のリスクが

2個以上該当 1個該当 0個

【ステップ1】で②に該当した場合
ステップ2のリスクが

3個以上該当 1～ 2個該当 0個

積極的支援

メタボのリスクが高い方
は、個別にお話をして今後
の生活目標を立てます。そ
の後継続的な支援が始まり
ます。

動機付け支援

メタボの一歩手前の方は、
個別にお話しをして、今後
の生活目標を立てます。65
～ 74歳の人は積極的支援
になっても動機付け支援と
なります。

情報提供

健診を受けた方は生活習慣
の見直しに役立つ情報を提
供します。

①腹囲
男性：85cm以上
女性：90cm以上

②BMI
BMIの数値が25以上ある
（BMI＝体重（kg）÷身長（m）÷身長（m））

ない ない

喫煙歴あり
左記の危険因子が
1つ以上の場合に
のみカウント

健診結果から危険因子を数えます
血糖：□ 空腹時血糖；100mg／ dl以上
 　 または
 □ HbA1c；5.6％以上

脂質：□ 中性脂肪；150mg／ dl以上
 　 または
 □ HDLコレステロール；40mg／ dl未満

血圧：□ 最高（収縮期）血圧：130mmHg以上
 　 または
 □ 最低（拡張期）血圧：85mmHg以上
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ほけんとふくし

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

　

特
定
保
健
指
導
と
は
特
定
健
診
終
了
者

の
う
ち
結
果
に
よ
っ
て「
積
極
的
支
援
」

「
動
機
付
け
支
援
」「
情
報
提
供
」（
図
1
参

照
）
と
い
う
三
段
階
に
分
け
ら
れ
、
対
象

者
が
自
分
の
健
康
状
態
を
自
覚
し
、
生
活

習
慣
の
改
善
の
た
め
の
自
主
的
な
取
り
組

み
を
継
続
的
に
行
い
、
健
康
的
な
生
活
に

自
ら
改
善
で
き
る
よ
う
、
約
6
か
月
間
、

保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
電
話
連
絡
や
家

庭
訪
問
な
ど
で
生
活
改
善
の
取
組
状
況
を

聞
き
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

こ
の
特
定
保
健
指
導
終
了
率
の
県
下
市

町
順
位
は
表
1
の
と
お
り
で
す
。
西
海
市

は
受
診
者
の
理
解
と
協
力
の
も
と
、
県
下

で
も
上
位
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
こ
の
結

果
は
事
業
評
価
と
し
て
国
や
県
か
ら
も
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
保
健
指
導
参
加
者
の
中
に

は
体
重
や
腹
囲
が
改
善
さ
れ
て
い
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
国
は

特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て
生
活
改
善
・
健

康
改
善
に
あ
る
程
度
の
効
果
が
あ
る
と
評

価
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
西
海
市
で
は
独
自
に
重
症
化

予
防
と
し
て
情
報
提
供
者
に
も
保
健
指
導

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
受
診
の
必
要
性
や

食
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
度
は
約
7
6
0
名
の
方
に
行
い

ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
以
外
の
40
歳
〜

74
歳
の
方
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

者
が
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
実
施

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
加
入

さ
れ
て
い
る
健
康
保
険
者
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

特
定
健
診
を
受
診
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
結
果
を
生
活
に
活
か
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
す
。

　

め
ざ
せ
！　

健
康
寿
命
延
伸
！

面
倒
だ
が
、た
め
に
な
る　

特
定
保
健
指
導

平成20～ 26年度　7年間の特定保健指導（積極的支援＋動機付け支援）終了率順位（表1）
順位 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度
1 西海市 西海市 I市 G町 西海市 西海市 西海市
2 A市 T町 A市 I市 T町 T町 H市
3 B町 R町 西海市 A市 O市 L市 I市
4 C市 F市 G町 西海市 B町 O市 D市
5 D市 A市 B町 B町 I市 I市 Q市
6 E町 G町 S町 H市 A市 G町 G町
7 F市 B町 M町 M町 G町 C市 O市
8 G町 I市 T町 L市 H市 Q市 C市
9 H市 L市 L市 D市 N町 B町 M町
10 市町国保全体 S町 H市 S町 L市 H市 R町
11 I市 市町国保全体 R町 T町 Q市 J市 J市
12 J市 D市 市町国保全体 O市 C市 A市 市町国保全体
13 K市 C市 C市 P市 J市 市町国保全体 P市
14 L市 P市 P市 F市 市町国保全体 P市 A市
15 M町 K市 F市 市町国保全体 D市 R町 B町
16 N町 H市 J市 E町 E町 E町 L市
17 O市 M町 K市 K市 S町 D市 T町
18 P市 E町 O市 C市 R町 M町 N町
19 Q市 O市 N町 N町 P市 S町 E町
20 R町 J市 Q市 R町 F市 F市 S町
21 S町 N町 E町 J市 K市 K市 F市
22 T町 Q市 D市 Q市 M町 N町 K市

（長崎県内の全市町の順位）
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 □ HbA1c；5.6％以上

脂質：□ 中性脂肪；150mg／ dl以上
 　 または
 □ HDLコレステロール；40mg／ dl未満

血圧：□ 最高（収縮期）血圧：130mmHg以上
 　 または
 □ 最低（拡張期）血圧：85mmHg以上
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ほ
け
ん
と
ふ
く
し

　

西
海
市
の
健
康
課
題
と
し
て
高
血
圧

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
特
定
健
康
診
査
の
結

果
で
3
割
近
く
の
方
が
高
血
圧
に
該
当

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

歳
を
重
ね
る
に
つ
れ
血
圧
は
あ
が
る

も
の
と
簡
単
に
思
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

血
圧
は
放
置
す
る
と
、
心
疾
患
や
脳
血
管

疾
患
を
発
症
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
腎
臓
に
も
影
響
し

人
工
透
析
に
な
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
健
康
な
暮
ら
し
を
続
け
て
い
く
た

め
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

　

9
月
27
日（
火
）19
時
30
分
〜
21
時

場
所

　

西
海
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者

　

西
海
市
民

講　

師

　

川
冨
内
科
医
院

　

副
院
長　

浪
江　

智　

先
生

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
ほ
け
ん
課　

健
康
づ
く
り
班

　

☎
37

－

0
0
6
7

下記の日程で、女性検診を実施します。健康保険の種別に関係なく受診できます。
※どこの会場でも受診できます。

年齢の基準日：平成29年3月31日

検診種別 対象年齢 検診内容 自己負担金 注意事項等

乳がん検診 40歳以上の
女性

視触診・マンモグラフィー
（40歳代 2方向/
 50歳代以上 1方向）
★2年に1度の受診となります。

2方向：
　1,400円
1方向：
　1,000円

無料クーポン券をお持ちの
方、70歳以上の方、生活保
護世帯の方、原爆手帳をお持
ちの方は無料です。

子宮頸がん
検診

20歳以上の
女性

子宮頸部の内診・細胞診
★2年に1度の受診となります。 700円

骨粗しょう
症検診

40・45・50・
55・60・65・
70歳の女性

骨密度測定 600円 70歳以上の方、住民税非課
税世帯は無料です。

地　区 日　程 受付時間 場　所 乳がん
検　診

子宮頸がん
検　診

骨粗しょう症
検　診

西彼
9月21日 水 9 ：00～ 10：30 西彼教育文化センター ● ●

10月5日 水
9 ：00～ 10：30 西彼保健福祉センター

（遊湯館）
● ● ●

13：00～ 14：00 ● ● ●

西海
9月21日 水 13：00～ 14：00 西海保健センター ● ●

10月7日 金
9 ：00～ 10：30

西海保健センター
● ● ●

13：00～ 14：00 ● ● ●

大島
9月20日 火

9 ：00～ 10：30
大島保健センター

● ●
13：00～ 14：00 ● ●

10月6日 木 13：00～ 14：00 大島保健センター ● ● ●
崎戸 10月6日 木 9 ：00～ 10：30 崎戸中央公民館 ● ● ●

大瀬戸 10月4日 火
9 ：00～ 10：30

大瀬戸保健センター
● ● ●

13：00～ 14：00 ● ● ●

　
健
康
講
話　

『
高
血
圧
と
腎
臓
』

　

〜
血
圧
管
理
で
腎
を
守
ろ
う
〜

がん検診を受けましょう
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ほけんとふくし

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

秋期（休日）総合がん検診のご案内
　受診希望の方は予約が必要です。
　日程を確認して、受診を希望される日の
10日前までに電話で申込をしてください。
申込後に問診票や検査容器等をお送りします。

申込先　健康ほけん課　☎37－0067

年齢の基準日は平成29年3月31日です。

検診日 場所 受付時間 対象地区

10月8日（土） 大島農村勤労福祉センター

7:00 ～ 10:00 どこの会場でも
受診できます

10月9日（日） 西海保健センター

10月16日（日） 大瀬戸保健センター

10月29日（土） 西彼保健福祉センター（遊湯館）

上記日程で受けら
れる検診の種類 対象年齢 個人負担金 検査方法

肺がん 40～ 74歳 無　料 胸部レントゲン

大腸がん 40～ 74歳 400円 便潜血反応（専用の容器に2日分の便を採り
血液が混じっていないかを検査します。）

胃がん 40～ 74歳 800円 胃部エックス線撮影（バリウムによる透視）

乳がん 40～ 74歳の女性

2方向：1,400円
（40～49歳）
1方向：1,000円
（50歳以上）

視触診・マンモグラフィー（40代　2方向、
50代～　1方向）

子宮頸がん 20～ 74歳の女性 700円 子宮頸部の細胞診・内診

骨粗しょう症 40・45・50・55・
60・65・70歳の女性 600円 骨密度測定

前立腺がん検診 50～ 74歳の男性 1,728円 血清PSA検査

がん検診は加入している医療保険の種別（国民健康保険や社会保険など）に関係なく受けることができます。

がん検診は、70歳以上の方、生活保護世帯の方、原爆手帳をお持ちの方は無料です。
骨粗しょう症検診は、生活保護世帯、非課税世帯の方は無料です。
前立腺がん検診の負担金については70歳以上、生活保護世帯の方も1,728円です。

健康ほけん課　☎37－0067

初期のがんでは症状が
ない場合があり、あなた
自身を守るためには、早
期発見、早期治療が大切
です。定期的にがん検診
を受診しましょう。
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下記の日程で、女性検診を実施します。健康保険の種別に関係なく受診できます。
※どこの会場でも受診できます。

年齢の基準日：平成29年3月31日

検診種別 対象年齢 検診内容 自己負担金 注意事項等

乳がん検診 40歳以上の
女性

視触診・マンモグラフィー
（40歳代 2方向/
 50歳代以上 1方向）
★2年に1度の受診となります。

2方向：
　1,400円
1方向：
　1,000円

無料クーポン券をお持ちの
方、70歳以上の方、生活保
護世帯の方、原爆手帳をお持
ちの方は無料です。

子宮頸がん
検診

20歳以上の
女性

子宮頸部の内診・細胞診
★2年に1度の受診となります。 700円

骨粗しょう
症検診

40・45・50・
55・60・65・
70歳の女性

骨密度測定 600円 70歳以上の方、住民税非課
税世帯は無料です。

地　区 日　程 受付時間 場　所 乳がん
検　診

子宮頸がん
検　診

骨粗しょう症
検　診

西彼
9月21日 水 9 ：00～ 10：30 西彼教育文化センター ● ●

10月5日 水
9 ：00～ 10：30 西彼保健福祉センター

（遊湯館）
● ● ●

13：00～ 14：00 ● ● ●

西海
9月21日 水 13：00～ 14：00 西海保健センター ● ●

10月7日 金
9 ：00～ 10：30

西海保健センター
● ● ●

13：00～ 14：00 ● ● ●

大島
9月20日 火

9 ：00～ 10：30
大島保健センター

● ●
13：00～ 14：00 ● ●

10月6日 木 13：00～ 14：00 大島保健センター ● ● ●
崎戸 10月6日 木 9 ：00～ 10：30 崎戸中央公民館 ● ● ●

大瀬戸 10月4日 火
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大瀬戸保健センター
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腎
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腎
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ほ
け
ん
と
ふ
く
し

に
死
亡
し
た
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
す
か
。

A
．
基
準
日
以
降
か
ら
市
町
村
で
支
給
決
定

が
さ
れ
る
前
に
亡
く
な
っ
た
方
に
つ
い
て

は
、
支
給
対
象
外
で
す
。
な
お
、
支
給
決
定

後
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
給
付
金
は
、
他
の

財
産
と
同
様
に
相
続
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

【
臨
時
福
祉
給
付
金
】

Q
．
臨
時
福
祉
給
付
金
に
お
け
る
扶
養
親
族

等
と
は
何
で
す
か
。

A
．
扶
養
親
族
等
の
範
囲
は
、
基
本
的
に
は

税
務
上
の
扶
養
に
準
じ
ま
す
。

Q
．
高
齢
者
向
け
給
付
金
の
申
請
を
行
っ
た

の
で
、
臨
時
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て
は
申
請

を
し
な
い
で
も
受
給
で
き
ま
す
か
。

A
．
臨
時
福
祉
給
付
金
の
受
給
の
た
め
に
は

申
請
が
必
要
で
す
。

【
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
給

付
金
】

Q
．
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
給

付
金
の
支
給
対
象
と
な
る
年
金
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
す
か
。

A
．
支
給
対
象
と
な
る
年
金
は
、
障
害
基
礎

年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
に
加
え
、
基
礎
年
金

制
度
が
開
始
さ
れ
る
前
の
昭
和
61
年
3
月

以
前
に
受
給
権
が
発
生
し
た
障
害
年
金
の

う
ち
、
障
害
基
礎
年
金
に
相
当
す
る
障
害
等

級
が
1
級
ま
た
は
2
級（
船
員
保
険
の
職
務

上
の
障
害
年
金
は
1
〜
5
級
）
の
障
害
年
金

で
す
。

　

な
お
、
申
請
に
際
し
て
は
、
当
該
年
金
の

受
給
を
確
認
で
き
る
書
類
の
添
付
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

Q
．
障
害
基
礎
年
金
の
全
額
が
支
給
停
止
さ

れ
て
い
る
場
合
な
ど
の
取
扱
い
は
ど
う
な
り

ま
す
か
。

A
．
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、

障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
の
支

給
対
象
外
で
す
。

・
平
成
28
年
5
月
分
の
障
害
基
礎
年
金
、
遺

族
基
礎
年
金
等
の
全
額
が
支
給
停
止
さ
れ

て
い
る
方

・
現
況
届
等
未
提
出
の
た
め
、
支
払
い
が
差

し
止
め
ら
れ
て
い
る
方

・
平
成
28
年
4
月
以
前
に
遡
っ
て
、
受
給
者

で
は
な
く
な
っ
た
方

・
受
給
者
の
方
が
亡
く
な
り
、
未
支
給
分
の

年
金
を
代
わ
り
に
受
給
し
て
い
る
遺
族

の
方

○
振
り
込
め
詐
欺
や
個
人
情
報
・
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
搾
取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

臨
時
福
祉
給
付
金
等
に
関
し
て
、

・
市
町
村
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
、「
高
齢
者

向
け
給
付
金（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時

福
祉
給
付
金
）」や「
臨
時
福
祉
給
付
金（
簡

素
な
給
付
措
置
）」、「
障
害
・
遺
族
年
金
受

給
者
向
け
給
付
金（
年
金
生
活
者
等
支
援

臨
時
福
祉
給
付
金
）」を
支
給
す
る
た
め
に

メ
ー
ル
で
手
続
き
を
お
願
い
す
る
こ
と

や
、
手
数
料
の
振
込
み
を
求
め
る
こ
と
な

ど
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現
金
自

動
支
払
機
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
、

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

・
現
時
点
で
、
市
町
村
や
厚
生
労
働
省
な
ど

が
、
住
民
の
皆
様
の
世
帯
構
成
や
銀
行
口

座
の
番
号
な
ど
の
個
人
情
報
を
照
会
す
る

こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

※
ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
市
町
村
や
厚
生
労

働
省（
の
職
員
）
な
ど
を
か
た
っ
た
不
審

な
電
話
や
郵
便
、
メ
ー
ル
が
あ
っ
た
場
合

に
は
市
役
所
福
祉
課
や
警
察
署（
警
察
相

談
窓
口
電
話（
#
9
1
1
0
））に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

○
そ
の
他
臨
時
福
祉
給
付
金
等
に
か
か
わ

る
詳
細
は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

福
祉
課
総
務
福
祉
班

☎ 

37

－

0
0
6
9

厚
生
労
働
省
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0

－

0
3
7

－

1
9
2

平
成
28
年
度
奉
賛
金

勧
募
の
お
願
い

　

長
崎
県
戦
没
者
慰
霊
奉
賛
会
は
、

戦
没
者
の
慰
霊
顕
彰
を
目
的
と
し

て
追
悼
式
、
慰
霊
碑
補
修
等
の
各
種

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

活
動
経
費
は
、
県
民
の
皆
さ
ま
か
ら

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
奉
賛
金
が

貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い
て
、
ま

た
、
多
く
の
皆
様
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
事
業

を
円
滑
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
奉
賛
袋
に
つ

い
て
は
、
行
政
区
長
様
を
通
じ
て
各

家
庭
へ
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

☎
37

－

0
0
6
9
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ほ
け
ん
と
ふ
く
し

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

　

平
成
26
年
4
月
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に

よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
所
得
が
低
い

方
々
に
対
し
、
制
度
的
な
対
応
を
行
う
ま
で

の
間
の
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

○
支
給
の
対
象
と
な
る
方

　

平
成
28
年
度
の
住
民
税
の
均
等
割
が
課
税

さ
れ
て
い
な
い
方

※
た
だ
し
、
以
下
に
該
当
す
る
場
合
な
ど
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・
課
税
さ
れ
て
い
る
方
に
生
活
の
面
倒
を
見

て
も
ら
っ
て
い
る
場
合（
住
民
税
に
お
い

て
、
課
税
の
者
の
扶
養
親
族
で
あ
る
場
合
）

・
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
と
な
っ
て
い

る
場
合
な
ど

○
支
給
額

　

支
給
対
象
者
お
ひ
と
り
に
つ
き
1
回
限

り
、
３
千
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

「
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
給

付
金
」

　
「
一
億
総
活
躍
社
会
」の
実
現
に
向
け
、
賃

金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
障
害
・
遺

族
基
礎
年
金
の
受
給
者
を
支
援
す
る
、
遺

族
・
障
害
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

○
支
給
の
対
象
と
な
る
方

　

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
対

象
者
の
う
ち
、
平
成
28
年
5
月
分
の
障
害
基

礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方

※
高
齢
者
向
け
給
付
金
を
受
給
さ
れ
た
方
は

対
象
外
で
す
。

○
支
給
額

　

支
給
対
象
者
お
ひ
と
り
に
つ
き
1
回
限

り
、
３
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
臨
時
福
祉
給
付
金
と
あ
わ
せ
て
支
給
さ
れ

ま
す
。

【
共
通
事
項
】

○
受
付
窓
口

　

平
成
28
年
1
月
1
日（
基
準
日
）
時
点
で

住
民
票
が
あ
っ
た
市
町
村
が
受
付
窓
口
と
な

り
ま
す
。

○
申
請
手
続
等

　

西
海
市
で
は
、
8
月
下
旬
頃
支
給
対
象
見

込
み
の
方
に
対
し
、
個
別
に
お
知
ら
せ
を
お

届
け
す
る
予
定
で
す
。

○
申
請
方
法

　

お
知
ら
せ
に
同
封
の
申
請
書
に
、
必
要
事

項（
氏
名
、
連
絡
先
、
振
込
先
の
口
座
情
報

等
）
を
記
入
し
、
お
近
く
の
西
海
市
役
所
窓

口
へ
ご
持
参
い
た
だ
く
か
、
郵
送
に
て
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

※
申
請
に
際
し
て
は
、
申
請
者
全
員
の
本
人

確
認
書
類
、
お
よ
び
振
込
口
座
確
認
書
類

の
添
付
が
必
要
で
す
。

 

・
本
人
確
認
書
類

　

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
基
カ
ー

ド
、
健
康
保
健
証
、
通
帳
な
ど
、
い
ず
れ
か

ひ
と
つ
の
写
し（
有
効
期
限
が
あ
る
も
の
は

期
限
内
の
も
の
に
限
り
ま
す
。）

 

・
振
込
口
座
確
認
書
類

　

振
込
み
を
希
望
さ
れ
る
口
座
の
通
帳
、

ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し（
カ
タ

カ
ナ
の
振
込
名
義
、
口
座
番
号
が
わ
か
る

も
の
。）

※
臨
時
福
祉
給
付
金
等
の
受
給
実
績
が
あ
る

場
合
、
申
請
書
に
あ
ら
か
じ
め
口
座
情
報

を
印
刷
し
て
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
同
じ

口
座
へ
の
振
込
み
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、

添
付
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

受
給
実
績
が
あ
る
場
合
で
も
、
条
件
に

よ
っ
て
は
、
口
座
情
報
が
印
刷
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
添
付
が

必
要
で
す
。

○
申
請
受
付
予
定
期
間

　

平
成
28
年
9
月
1
日
か
ら
平
成
29
年
2
月

1
日
ま
で

○
支
払
時
期

　

申
請
受
付
後
、
お
お
よ
そ
1
月
半
程
度

で
、
ご
指
定
の
口
座
に
振
込
む
予
定
で
す
。

○
よ
く
あ
る
ご
質
問

【
共
通
】

Q
．
自
分
に
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
、
ど
う
す
れ
ば
わ
か
り
ま
す
か
。

A
．
例
え
ば
、

・
会
社
等
に
お
勤
め
の
場
合
、
ご
自
身
の
給

与
支
給
明
細
書
の「
住
民
税
」
の
項
目
に

課
税
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合

・
65
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
、
介
護
保
険
料

決
定
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る「
保
険

料
の
段
階
」
で
第
6
段
階
以
上
と
な
っ
て

い
る
場
合

・
6
月
以
降
に
市
役
所
税
務
課
か
ら
お
届
け

し
た
納
税
通
知
書
の
住
民
税
の
項
目
に
課

税
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合

※
確
実
な
課
税
情
報
を
調
べ
る
場
合
、
ご
本

人
様
か
ら
市
役
所
税
務
課
へ
お
尋
ね
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
個
人
情
報

保
護
の
観
点
か
ら
、
お
電
話
で
の
問
い
合

わ
せ
は
承
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

Q
．
平
成
28
年
1
月
2
日
以
降
に
、
引
っ
越

し
ま
し
た
が
、
転
居
先
の
市
町
村
で
申
請
は

で
き
ま
す
か
。

A
．
両
給
付
金
と
も
、
基
準
日
時
点
で
住
民

票
が
あ
っ
た
市
町
村
が
申
請
窓
口
と
な
り

ま
す
。

Q
．
基
準
日
以
降
か
ら
支
給
決
定
ま
で
の
間

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」・「
遺
族
・
障
害
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金

（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）」
の
お
知
ら
せ
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ほ
け
ん
と
ふ
く
し

に
死
亡
し
た
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
す
か
。

A
．
基
準
日
以
降
か
ら
市
町
村
で
支
給
決
定

が
さ
れ
る
前
に
亡
く
な
っ
た
方
に
つ
い
て

は
、
支
給
対
象
外
で
す
。
な
お
、
支
給
決
定

後
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
給
付
金
は
、
他
の

財
産
と
同
様
に
相
続
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

【
臨
時
福
祉
給
付
金
】

Q
．
臨
時
福
祉
給
付
金
に
お
け
る
扶
養
親
族

等
と
は
何
で
す
か
。

A
．
扶
養
親
族
等
の
範
囲
は
、
基
本
的
に
は

税
務
上
の
扶
養
に
準
じ
ま
す
。

Q
．
高
齢
者
向
け
給
付
金
の
申
請
を
行
っ
た

の
で
、
臨
時
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て
は
申
請

を
し
な
い
で
も
受
給
で
き
ま
す
か
。

A
．
臨
時
福
祉
給
付
金
の
受
給
の
た
め
に
は

申
請
が
必
要
で
す
。

【
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
給

付
金
】

Q
．
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
給

付
金
の
支
給
対
象
と
な
る
年
金
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
す
か
。

A
．
支
給
対
象
と
な
る
年
金
は
、
障
害
基
礎

年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
に
加
え
、
基
礎
年
金

制
度
が
開
始
さ
れ
る
前
の
昭
和
61
年
3
月

以
前
に
受
給
権
が
発
生
し
た
障
害
年
金
の

う
ち
、
障
害
基
礎
年
金
に
相
当
す
る
障
害
等

級
が
1
級
ま
た
は
2
級（
船
員
保
険
の
職
務

上
の
障
害
年
金
は
1
〜
5
級
）
の
障
害
年
金

で
す
。

　

な
お
、
申
請
に
際
し
て
は
、
当
該
年
金
の

受
給
を
確
認
で
き
る
書
類
の
添
付
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

Q
．
障
害
基
礎
年
金
の
全
額
が
支
給
停
止
さ

れ
て
い
る
場
合
な
ど
の
取
扱
い
は
ど
う
な
り

ま
す
か
。

A
．
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、

障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
の
支

給
対
象
外
で
す
。

・
平
成
28
年
5
月
分
の
障
害
基
礎
年
金
、
遺

族
基
礎
年
金
等
の
全
額
が
支
給
停
止
さ
れ

て
い
る
方

・
現
況
届
等
未
提
出
の
た
め
、
支
払
い
が
差

し
止
め
ら
れ
て
い
る
方

・
平
成
28
年
4
月
以
前
に
遡
っ
て
、
受
給
者

で
は
な
く
な
っ
た
方

・
受
給
者
の
方
が
亡
く
な
り
、
未
支
給
分
の

年
金
を
代
わ
り
に
受
給
し
て
い
る
遺
族

の
方

○
振
り
込
め
詐
欺
や
個
人
情
報
・
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
搾
取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

臨
時
福
祉
給
付
金
等
に
関
し
て
、

・
市
町
村
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
、「
高
齢
者

向
け
給
付
金（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時

福
祉
給
付
金
）」や「
臨
時
福
祉
給
付
金（
簡

素
な
給
付
措
置
）」、「
障
害
・
遺
族
年
金
受

給
者
向
け
給
付
金（
年
金
生
活
者
等
支
援

臨
時
福
祉
給
付
金
）」を
支
給
す
る
た
め
に

メ
ー
ル
で
手
続
き
を
お
願
い
す
る
こ
と

や
、
手
数
料
の
振
込
み
を
求
め
る
こ
と
な

ど
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現
金
自

動
支
払
機
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
、

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

・
現
時
点
で
、
市
町
村
や
厚
生
労
働
省
な
ど

が
、
住
民
の
皆
様
の
世
帯
構
成
や
銀
行
口

座
の
番
号
な
ど
の
個
人
情
報
を
照
会
す
る

こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

※
ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
市
町
村
や
厚
生
労

働
省（
の
職
員
）
な
ど
を
か
た
っ
た
不
審

な
電
話
や
郵
便
、
メ
ー
ル
が
あ
っ
た
場
合

に
は
市
役
所
福
祉
課
や
警
察
署（
警
察
相

談
窓
口
電
話（
#
9
1
1
0
））に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

○
そ
の
他
臨
時
福
祉
給
付
金
等
に
か
か
わ

る
詳
細
は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

福
祉
課
総
務
福
祉
班

☎ 

37

－

0
0
6
9

厚
生
労
働
省
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0

－

0
3
7

－

1
9
2

平
成
28
年
度
奉
賛
金

勧
募
の
お
願
い

　

長
崎
県
戦
没
者
慰
霊
奉
賛
会
は
、

戦
没
者
の
慰
霊
顕
彰
を
目
的
と
し

て
追
悼
式
、
慰
霊
碑
補
修
等
の
各
種

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

活
動
経
費
は
、
県
民
の
皆
さ
ま
か
ら

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
奉
賛
金
が

貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い
て
、
ま

た
、
多
く
の
皆
様
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
事
業

を
円
滑
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
奉
賛
袋
に
つ

い
て
は
、
行
政
区
長
様
を
通
じ
て
各

家
庭
へ
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

☎
37

－

0
0
6
9
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ほ
け
ん
と
ふ
く
し

　

今
年
度
か
ら
、
ひ
と
り
親
家
庭
に
対

す
る
就
職
支
援
の
制
度
が
大
幅
に
改

正
さ
れ
、
内
容
が
充
実
さ
れ
た
り
、
新

た
に
制
度
が
設
け
ら
れ
た
り
し
て
い

ま
す
。

　
「
今
よ
り
条
件
の
い
い
仕
事
に
就
き

た
い
け
れ
ど
、
資
格
が
な
い
…
」や「
高

校
卒
業
程
度
の
資
格
が
あ
れ
ば
…
」
な

ど
で
お
悩
み
の
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
課　

☎
37

－

0
0
2
9

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
事
業

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母
の
主
体
的

な
能
力
開
発
の
取
組
み
を
支
援
し
、
自

立
の
促
進
を
図
る
た
め
、
指
定
教
育
講

座
を
受
講
し
た
場
合
、
そ
の
費
用
の
一

部
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
額　

受
講
経
費
の
60
％
（
上
限

20
万
円
。
た
だ
し
、そ
の
額
が
1
万
2
千

円
を
超
え
な
い
と
き
は
支
給
し
な
い
。）

指
定
講
座
の
例

　

経
理
事
務
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
医

療
事
務

高
等
職
業
訓
練
給
付
金
事
業

　

就
職
の
際
に
有
利
で
あ
り
、
か
つ
、

生
活
の
安
定
に
つ
な
が
る
資
格
の
取
得

を
促
進
す
る
た
め
、
資
格
の
養
成
訓
練

を
受
講
す
る
期
間
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

父
・
母
に
対
し
て
、
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

【
訓
練
促
進
給
付
金
】

支
給
要
件
：
1
年
間
以
上
の
養
成
訓
練

を
受
け
る
場
合
に
3
年
間
を
上
限
に

支
給

支
給
額
：
月
額
10
万
円（
市
民
税
課
税

世
帯
の
場
合
月
額
7
万
5
0
0
円
）

対
象
資
格
：
看
護
師
、
准
看
護
師
、
介

護
福
祉
士
、
保
育
士
、
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、
助
産
師
、
保
健
師
、
臨

床
検
査
技
師
、
柔
道
整
復
師
、
は
り

師
、
き
ゅ
う
師
、
言
語
聴
覚
師
、
歯
科

衛
生
士
、
社
会
福
祉
士
、
栄
養
士
、
精

神
保
健
福
祉
士
、
管
理
栄
養
士
、
理

容
師
、
美
容
師
、
製
菓
衛
生
師

【
修
了
支
援
給
付
金
】

支
給
要
件
：
訓
練
促
進
給
付
金
を
受
給

し
て
い
た
方
が
訓
練
を
終
了
し
た
場

合
に
支
給

支
給
額
：
5
万
円（
市
民
税
課
税
世
帯

の
場
合
2
万
5
千
円
）

母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
等

事
業

　

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
自
立
・
就

業
を
図
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に

応
じ
た
自
立
・
就
業
支
援
の
た
め
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

等
と
連
携
を
図
り
自
立
・
就
業
に
結
び

つ
け
る
た
め
の
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た

支
援
を
実
施
し
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
高
等
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験
合
格
支
援
事
業

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
ま
た
は
子
ど
も

が
、
高
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
に
合
格

す
る
た
め
の
民
間
の
講
座
を
受
講
す
る

際
に
、
必
要
な
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

【
受
講
終
了
時
給
付
金
】

支
給
要
件
：
対
象
講
座
の
受
講
を
修
了

し
た
と
き
に
給
付

支
給
額
：
対
象
講
座
の
受
講
の
た
め
に

支
払
っ
た
費
用
の
20
％
（
上
限
10
万

円
。
た
だ
し
、
そ
の
額
が
4
千
円
を

超
え
な
い
と
き
は
支
給
し
な
い
。）

【
合
格
時
給
付
金
】

支
給
要
件
：
受
講
修
了
か
ら
2
年
以
内

に
高
卒
認
定
試
験
の
全
科
目
に
合
格

し
た
と
き
に
支
給

支
給
額
：
対
象
講
座
の
受
講
の
た
め
に

支
払
っ
た
費
用
の
40
％
（
受
講
終
了

時
給
付
金
と
合
わ
せ
て
上
限
15
万
円
）

サ
ポ
ー
ト
が
充
実　

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
就
職
支
援
制
度
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ほけんとふくし

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

○
児
童
扶
養
手
当
と
は
…

　

離
婚
や
死
別
な
ど
の
理
由
で
、
父

や
母
ひ
と
り
で
子
ど
も
を
育
て
て
い

る
家
庭（
ひ
と
り
親
家
庭
）な
ど
に
対

し
、
生
活
の
安
定
と
自
立
を
促
進
し
、

子
ど
も
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と
を

目
的
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

受
給
に
は
、
受
給
者
本
人
や
家
族

の
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

○
現
況
届
と
は
…

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
人

が
、
8
月
分
以
降
の
手
当
に
つ
い
て

引
き
続
き
受
給
資
格
が
あ
る
こ
と
を

届
け
出
る
大
切
な
も
の
で
す
。
毎
年

8
月
1
日
現
在
の
状
況
を
記
入
し
、

必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
8
月
初
旬
に
通
知
書

を
送
っ
て
い
ま
す
。
8
月
31
日（
水
）

ま
で
に
、
市
民
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
の
窓
口
に
受
給
者
本
人
が
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
代
理
や
郵
送
は
で
き

ま
せ
ん
。
期
限
内
に
提
出
さ
れ
な
い

と
、
今
後
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
額
の
改
正
に

つ
い
て
…
※
平
成
28
年
8
月
支
給
分

か
ら

　

支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も
二
人
目
以

降
の
加
算
額
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
額
は
、
次
の
通
り
で
す
。

 

児
童
扶
養
手
当
の
月
額

・
子
ど
も
が
1
人
の
場
合

　
　
全
部
支
給
：
４
２
、3
3
0
円

　
　
一 

部
支
給
：
４
２
、3
2
0
円

　
　
　
　
　
　
　

〜
9
、
9
9
0
円

　
　
　
　
　
　
　

 （
所
得
に
応
じ
て
）

・
子
ど
も
二
人
目
の
加
算
額

  

※
今
ま
で
は
、
定
額
5
、
0
0
0
円

　
　

全
部
支
給
：
１
０
、0
0
0
円

　
　

一
部
支
給
：
9
、
9
9
0
円
〜

                     
5
、
0
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　

 （
所
得
に
応
じ
て
）

・
子
ど
も
三
人
目
以
降
の
加
算
額

　
（
一
人
に
つ
き
）

　
※
今
ま
で
は
、
定
額
3
、
0
0
0
円

　
　

全
部
支
給
：
6
、
0
0
0
円

　
　

一
部
支
給
：
5
、
9
9
0
円
〜

                     

3
、
0
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　

 （
所
得
に
応
じ
て
）

問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
課　

子
育
て
支
援
班

　

☎
37

－

0
0
2
9

お
忘
れ
な
く
！
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届

親
と
暮
ら
せ
な
い

子
ど
も
た
ち
に
温
も
り
を

里
親
制
度
出
前
講
座

　

様
々
な
事
情
で
親
と
暮
ら
せ
な
い
子
ど

も
を
家
庭
に
受
け
入
れ
て
育
て
る
里
親
制

度
の
こ
と
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

主
催　

長
崎
県
里
親
育
成
セ
ン
タ
ー

　
　
　
「
す
く
す
く
」

開
催
日
時　

9
月
8
日（
木
）

　
　
　
　
　

14
時
か
ら
15
時

開
催
場
所　

西
海
市
役
所
第
5
別
館

　
　
　
　
　

3
階
大
会
議
室（
大
瀬
戸
町
瀬

戸
板
浦
郷
9
2
0
番
地
12
）

参
加
費　

無
料

申
し
込
み　

不
要

問
い
合
わ
せ
先

　

長
崎
県
里
親
育
成
セ
ン
タ
ー「
す
く
す
く
」

　

大
村
市
西
大
村
本
町
1
2
7

－

3

　

☎
0
9
5
7

－

53

－

7
3
4
3

　

メ
ー
ル
：

　
sukusuku@

hikaritom
idori.jp

子
育
て
支
援
活
動
を
応
援
！

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
地
域

支
援
活
動
促
進
事
業
補
助
金

　

市
で
は
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援

活
動
を
活
発
に
し
、
子
育
て
に
優
し
い
地

域
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
新
た
に
補
助

制
度
を
設
け
ま
し
た
。

　

補
助
の
対
象
は
、
市
民
に
よ
り
組
織
さ

れ
た
団
体
が
行
う
妊
娠
や
出
産
、
子
育
て

に
関
す
る
講
演
会
や
研
修
会
な
ど
で
す
。

　

新
た
に
団
体
を
立
ち
上
げ
る
場
合
に

は
、
加
算
も
有
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、

子
育
て
支
援
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ

ん
か
？

補
助
額　

1
事
業
あ
た
り
10
万
円（
新
規

に
団
体
を
立
ち
上
げ
て
行
う
場
合
は
、

15
万
円
）

問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
課　

☎
37

－

0
0
2
9

広報さいかい 8月号 No.136 14



ほ
け
ん
と
ふ
く
し

　

今
年
度
か
ら
、
ひ
と
り
親
家
庭
に
対

す
る
就
職
支
援
の
制
度
が
大
幅
に
改

正
さ
れ
、
内
容
が
充
実
さ
れ
た
り
、
新

た
に
制
度
が
設
け
ら
れ
た
り
し
て
い

ま
す
。

　
「
今
よ
り
条
件
の
い
い
仕
事
に
就
き

た
い
け
れ
ど
、
資
格
が
な
い
…
」や「
高

校
卒
業
程
度
の
資
格
が
あ
れ
ば
…
」
な

ど
で
お
悩
み
の
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
課　

☎
37

－

0
0
2
9

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
事
業

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母
の
主
体
的

な
能
力
開
発
の
取
組
み
を
支
援
し
、
自

立
の
促
進
を
図
る
た
め
、
指
定
教
育
講

座
を
受
講
し
た
場
合
、
そ
の
費
用
の
一

部
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
額　

受
講
経
費
の
60
％
（
上
限

20
万
円
。
た
だ
し
、そ
の
額
が
1
万
2
千

円
を
超
え
な
い
と
き
は
支
給
し
な
い
。）

指
定
講
座
の
例

　

経
理
事
務
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
医

療
事
務

高
等
職
業
訓
練
給
付
金
事
業

　

就
職
の
際
に
有
利
で
あ
り
、
か
つ
、

生
活
の
安
定
に
つ
な
が
る
資
格
の
取
得

を
促
進
す
る
た
め
、
資
格
の
養
成
訓
練

を
受
講
す
る
期
間
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

父
・
母
に
対
し
て
、
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

【
訓
練
促
進
給
付
金
】

支
給
要
件
：
1
年
間
以
上
の
養
成
訓
練

を
受
け
る
場
合
に
3
年
間
を
上
限
に

支
給

支
給
額
：
月
額
10
万
円（
市
民
税
課
税

世
帯
の
場
合
月
額
7
万
5
0
0
円
）

対
象
資
格
：
看
護
師
、
准
看
護
師
、
介

護
福
祉
士
、
保
育
士
、
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、
助
産
師
、
保
健
師
、
臨

床
検
査
技
師
、
柔
道
整
復
師
、
は
り

師
、
き
ゅ
う
師
、
言
語
聴
覚
師
、
歯
科

衛
生
士
、
社
会
福
祉
士
、
栄
養
士
、
精

神
保
健
福
祉
士
、
管
理
栄
養
士
、
理

容
師
、
美
容
師
、
製
菓
衛
生
師

【
修
了
支
援
給
付
金
】

支
給
要
件
：
訓
練
促
進
給
付
金
を
受
給

し
て
い
た
方
が
訓
練
を
終
了
し
た
場

合
に
支
給

支
給
額
：
5
万
円（
市
民
税
課
税
世
帯

の
場
合
2
万
5
千
円
）

母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
等

事
業

　

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
自
立
・
就

業
を
図
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に

応
じ
た
自
立
・
就
業
支
援
の
た
め
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

等
と
連
携
を
図
り
自
立
・
就
業
に
結
び

つ
け
る
た
め
の
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た

支
援
を
実
施
し
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
高
等
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験
合
格
支
援
事
業

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
ま
た
は
子
ど
も

が
、
高
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
に
合
格

す
る
た
め
の
民
間
の
講
座
を
受
講
す
る

際
に
、
必
要
な
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

【
受
講
終
了
時
給
付
金
】

支
給
要
件
：
対
象
講
座
の
受
講
を
修
了

し
た
と
き
に
給
付

支
給
額
：
対
象
講
座
の
受
講
の
た
め
に

支
払
っ
た
費
用
の
20
％
（
上
限
10
万

円
。
た
だ
し
、
そ
の
額
が
4
千
円
を

超
え
な
い
と
き
は
支
給
し
な
い
。）

【
合
格
時
給
付
金
】

支
給
要
件
：
受
講
修
了
か
ら
2
年
以
内

に
高
卒
認
定
試
験
の
全
科
目
に
合
格

し
た
と
き
に
支
給

支
給
額
：
対
象
講
座
の
受
講
の
た
め
に

支
払
っ
た
費
用
の
40
％
（
受
講
終
了

時
給
付
金
と
合
わ
せ
て
上
限
15
万
円
）

サ
ポ
ー
ト
が
充
実　

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
就
職
支
援
制
度
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ほ
け
ん
と
ふ
く
し

2
0
1
6
年
は
長
崎
県
で
開
催

さ
れ
ま
す

　
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」の
愛
称
で
親
し

ま
れ
て
い
る「
全
国
健
康
福
祉
祭
」は
60

歳
以
上
の
方
々
を
中
心
と
し
た
健
康
と

福
祉
の
祭
典
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

地
域
や
世
代
を
超
え
た
交
流
の
輪
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

囲
碁
交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

期
間　

10
月
16
日（
日
）
〜
17
日（
月
）

会
場 　

西
海
市
西
彼
総
合
体
育
館

　
　

 　
（
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ア
リ
ー
ナ
）

　

全
国
か
ら
約
2
0
0
名
の
方
が
参
加

さ
れ
、
1
チ
ー
ム
3
名（
男
性
2
名
、
女

性
1
名
）で
、
タ
ン
ギ
ー
・
大
ち
ゃ
ん
・

ハ
マ
リ
ー
の
3
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て

勝
敗
を
競
い
ま
す
。

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ

さ
い

　

○
子
ど
も
囲
碁
体
験
教
室（
対
象
：

小
学
生　

事
前
申
込
が
必
要
で
す

が
、
既
に
申
込
を
締
め
切
っ
て
い

ま
す
。）

　

○
プ
ロ
棋
士
に
よ
る
指
導
対
局

　

○
囲
碁
ク
イ
ズ

　

○
プ
ロ
棋
士
と
の
公
開
対
局
お
よ
び

大
盤
解
説

　

○
健
康
づ
く
り
教
室（
血
管
年
齢
計
・

骨
健
康
度
測
定
器
・
身
体
動
作
分

析
シ
ス
テ
ム
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

健
康
相
談
が
で
き
ま
す
。）

※
詳
し
い
大
会
日
程
に
つ
い
て
は
、
広

報
さ
い
か
い
9
月
号
へ
掲
載
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
介
護
課　

☎
37

－

0
0
2
4

　

平
成
25
年
4
月
に
施
行
さ
れ
た
優
先

調
達
推
進
法
の
周
知
、
利
用
者
の
工
賃
・

賃
金
向
上
に
向
け
て
、
全
国
社
会
就
労

セ
ン
タ
ー
協
議
会
と
日
本
セ
ル
プ
セ
ン

タ
ー
主
催
で
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
法
律
は
、
障
害
者
就
労
施
設
等

の
受
注
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
に
必

要
な
事
項
等
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

障
害
者
就
労
施
設
等
が
供
給
す
る
物
品

等
に
対
す
る
需
要
の
増
進
等
を
図
り
、

も
っ
て
、
障
害
者
就
労
施
設
等
で
就
労

す
る
障
害
者
等
の
自
立
の
促
進
に
資
す

る
と
し
て
い
ま
す
。

　

西
海
市
に
お
い
て
も
、
7
月
5
日
に

長
崎
県
授
産
施
設
協
議
会
会
長
・
江
口

司
氏
を
は
じ
め
、
市
内
障
害
者
就
労
施

設
関
係
者
が
来
庁
し
、
田
中
市
長
へ
優

先
調
達
法
の
更
な
る
推
進
に
つ
い
て
要

望
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
中
市
長
も
、
更
な
る
推
進
に
つ
い

て
協
力
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

☎
37

－

0
0
6
9

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
長
崎
2
0
1
6

西
海
市
で
、囲
碁
交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
！

優
先
調
達
推
進
法
の
日
・

月
間
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
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ほけんとふくし

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

長崎県すこやか長寿大学校
「第4期 シニアいきいきカレッジ」受講生募集

　長崎県すこやか長寿財団は、長崎大学と連携して高齢者の積極的な社会参加を促し、人や地域の
ネットワークづくりを進めるために、標記講座を開講します。

講
座
の
概
要

開講場所
長 崎 校：長崎県総合福祉センター（長崎市茂里町3番24号）
佐世保校：佐世保市労働福祉センター（佐世保市稲荷町2番28号）

日時 毎週火曜日　13時30分～ 15時30分　1講座2時間

期間 平成28年11月～平成29年7月

受講料 10,000円（年間）

学習内容
（全30講座）

①友達・仲間を見つける
力を磨く講座

　（4講座）

オリエンテーション（1講座）
シニアの人間関係（1講座）
イベントグループ作り（1講座）
年間を通したカレッジ生活のふり返り（1講座）

②生活に役立つ知識や
技術を身に付ける講
座（8講座）

災害時・非常時に備えた特別食の実習（1講座）
筋肉を若返らせきれいな体型を作る体操入門講
座（3講座）
パソコン、タブレットを活用して広くつながろう
（実技講座）（4講座）

③趣味と実益を兼ねた
講座（7講座）

年齢に応じた自分の素敵さ発見講座
　・色彩センスが良くなるオシャレ講座（3講座）
　・あなたを元気にするアロマ講座（1講座）
楽しみ発見校外学習
　・酒造見学（1講座）、菓子工場等見学（1講座）
　・絵手紙を楽しもう、折り紙教室（選択講座）

④自分たちがお気に入
りのイベントを開い
てみよう（11講座）

レクリエーションスポーツ大会準備（5講座）
　・フォークダンス、ペタンク等
文化祭準備（6講座）
　・コーラス、各種出し物

募
集
に
つ
い
て

応募資格 県内在住で55歳以上

募集人員
長 崎 校：30名
佐世保校：30名

募集期限 平成28年9月30日（金）　※定員になり次第〆切

申込方法 受講申込書に必要事項を記入のうえ申し込む

実施主体　公益財団法人　長崎県すこやか長寿財団、国立大学法人　長崎大学
問い合わせ先　長崎県すこやか長寿財団　☎095－847－5212
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ほ
け
ん
と
ふ
く
し

2
0
1
6
年
は
長
崎
県
で
開
催

さ
れ
ま
す

　
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」の
愛
称
で
親
し

ま
れ
て
い
る「
全
国
健
康
福
祉
祭
」は
60

歳
以
上
の
方
々
を
中
心
と
し
た
健
康
と

福
祉
の
祭
典
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

地
域
や
世
代
を
超
え
た
交
流
の
輪
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

囲
碁
交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

期
間　

10
月
16
日（
日
）
〜
17
日（
月
）

会
場 　

西
海
市
西
彼
総
合
体
育
館

　
　

 　
（
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ア
リ
ー
ナ
）

　

全
国
か
ら
約
2
0
0
名
の
方
が
参
加

さ
れ
、
1
チ
ー
ム
3
名（
男
性
2
名
、
女

性
1
名
）で
、
タ
ン
ギ
ー
・
大
ち
ゃ
ん
・

ハ
マ
リ
ー
の
3
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て

勝
敗
を
競
い
ま
す
。

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ

さ
い

　

○
子
ど
も
囲
碁
体
験
教
室（
対
象
：

小
学
生　

事
前
申
込
が
必
要
で
す

が
、
既
に
申
込
を
締
め
切
っ
て
い

ま
す
。）

　

○
プ
ロ
棋
士
に
よ
る
指
導
対
局

　

○
囲
碁
ク
イ
ズ

　

○
プ
ロ
棋
士
と
の
公
開
対
局
お
よ
び

大
盤
解
説

　

○
健
康
づ
く
り
教
室（
血
管
年
齢
計
・

骨
健
康
度
測
定
器
・
身
体
動
作
分

析
シ
ス
テ
ム
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

健
康
相
談
が
で
き
ま
す
。）

※
詳
し
い
大
会
日
程
に
つ
い
て
は
、
広

報
さ
い
か
い
9
月
号
へ
掲
載
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
介
護
課　

☎
37

－

0
0
2
4

　

平
成
25
年
4
月
に
施
行
さ
れ
た
優
先

調
達
推
進
法
の
周
知
、
利
用
者
の
工
賃
・

賃
金
向
上
に
向
け
て
、
全
国
社
会
就
労

セ
ン
タ
ー
協
議
会
と
日
本
セ
ル
プ
セ
ン

タ
ー
主
催
で
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
法
律
は
、
障
害
者
就
労
施
設
等

の
受
注
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
に
必

要
な
事
項
等
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

障
害
者
就
労
施
設
等
が
供
給
す
る
物
品

等
に
対
す
る
需
要
の
増
進
等
を
図
り
、

も
っ
て
、
障
害
者
就
労
施
設
等
で
就
労

す
る
障
害
者
等
の
自
立
の
促
進
に
資
す

る
と
し
て
い
ま
す
。

　

西
海
市
に
お
い
て
も
、
7
月
5
日
に

長
崎
県
授
産
施
設
協
議
会
会
長
・
江
口

司
氏
を
は
じ
め
、
市
内
障
害
者
就
労
施

設
関
係
者
が
来
庁
し
、
田
中
市
長
へ
優

先
調
達
法
の
更
な
る
推
進
に
つ
い
て
要

望
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
中
市
長
も
、
更
な
る
推
進
に
つ
い

て
協
力
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

☎
37

－

0
0
6
9

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
長
崎
2
0
1
6

西
海
市
で
、囲
碁
交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
！

優
先
調
達
推
進
法
の
日
・

月
間
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
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ほ
け
ん
と
ふ
く
し

　

6
月
10
日（
金
）
大
瀬
戸
保
健
セ
ン

タ
ー
で
、
長
崎
県
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー 

副
院
長 
柴
原
誠
一
郎
先
生
を
お
迎
え

し
、「
こ
こ
ろ
の
病
気
を
理
解
し
よ
う
〜

こ
こ
ろ
の
サ
イ
ン
に
気
づ
い
た
ら
〜
」

と
題
し
て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
大
瀬
戸
地
区
福
祉
推
進
員

や
健
康
づ
く
り
推
進
員
等
が
、
こ
こ
ろ

の
病
気
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
う
つ
病
や
統
合
失
調
症
、

ひ
き
こ
も
り
や
発
達
障
害
を
中
心
に
話

さ
れ
、
最
近
、
急
増
し
て
い
る
う
つ
病

は
、
一
生
の
間
に
一
回
以
上
発
症
す
る

確
率
は
、
10
人
に
1
人
。
下
記
の
よ
う
な

症
状
が
2
週
間
以
上
続
く
よ
う
な
ら
、

う
つ
病
の
可
能
性
が
高
い
の
で
、
ま
ず

は
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
す
る
こ
と

が
大
切
。
治
療
は
休
養
を
と
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
ひ
き
こ
も
り
は
、
ひ
き
こ

も
る
理
由
が
あ
り
、
ひ
き
こ
も
り
の
段

階
に
応
じ
た
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
発

達
障
害
は
、
病
気
で
あ
り
親
の
育
て
方

が
問
題
で
は
な
い
こ
と
な
ど
、
病
気
を

理
解
す
る
た
め
の
正
し
い
知
識
や
大
切

な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん

熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

【
う
つ
病
の
主
な
症
状
】

　

◆
抑
う
つ
気
分

　

◆
物
事
を
悲
観
的
に
と
る

　

◆
意
欲
の
減
退

　

◆
思
考
の
渋
滞

　

◆
自
殺
の
危
険
性

　

◆
不
眠

　

◆
食
欲
低
下

　

◆
性
欲
低
下

　

◆
不
定
愁
訴

【
家
庭
に
お
け
る
う
つ
病
の
危
険
信
号
】

　

◆
暗
い
表
情
で
笑
顔
が
み
ら
れ
な
く

な
っ
た

　

◆
何
も
興
味
を
示
さ
な
く
な
っ
た

　

◆
て
き
ぱ
き
と
や
れ
な
く
な
っ
た

　

◆
飲
酒
量
が
増
え
た

　

◆
急
に
や
せ
て
き
た

　

◆
涙
も
ろ
く
な
っ
た

　

◆
性
的
な
興
味
が
減
少
し
て
き
た

　

◆
死
に
た
い
な
ど
悲
観
的
な
こ
と
を

言
う
よ
う
に
な
っ
た

※
保
健
師
に
よ
る「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く

り
」の
出
前
講
座
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
ほ
け
ん
課　

健
康
づ
く
り
班

　

☎
37

－

0
0
6
7

　

平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
障
害
者
差
別
解

消
法
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
法
律
は
、
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
、
互
い
に
、
そ
の
人
ら
し
さ
を
認
め
合
い

な
が
ら
、
共
に
生
き
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
法
律
で
は「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」

を
禁
止
し
、「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」を
求
め

て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
障
害
の

あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
暮
ら
せ
る
社
会
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
」と
は
？

　

こ
の
法
律
で
は
、
国
・
都
道
府
県
・
市
町

村
な
ど
の
役
所
や
、
会
社
や
お
店
な
ど
の
事

業
者
が
、
障
害
の
あ
る
人
に
対
し
て
、
正
当

な
理
由
な
く
、
障
害
を
理
由
と
し
て
差
別
す

る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
」

と
い
い
ま
す
。

「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」と
は
？

　

障
害
の
あ
る
人
は
、
社
会
の
中
に
あ
る
バ

リ
ア
に
よ
っ
て
生
活
し
づ
ら
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
国
・
都
道
府
県
・
市
町

村
な
ど
の
役
所
や
、
会
社
や
お
店
な
ど
の
事

業
者
に
対
し
て
、
障
害
の
あ
る
人
か
ら
、
社

会
の
中
に
あ
る
バ
リ
ア
を
取
り
除
く
た
め
に

何
ら
か
の
対
応
を
必
要
と
し
て
い
る
と
の
意

思
が
伝
え
ら
れ
た
と
き
に
、
負
担
が
重
す
ぎ

な
い
範
囲
で
対
応
す
る
こ
と（
事
業
者
に
対

し
て
は
、
対
応
に
努
め
る
こ
と
）
を
求
め
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
を「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
と
い
い

ま
す
。

対
象
と
な
る「
障
害
者
」は
？

　

こ
の
法
律
に
書
い
て
あ
る「
障
害
者
」
と

は
、
障
害
者
手
帳
を
も
っ
て
い
る
人
の
こ
と

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

身
体
障
害
の
あ
る
人
、
知
的
障
害
の
あ
る

人
、
精
神
障
害
の
あ
る
人（
発
達
障
害
の
あ
る

人
も
含
む
。）、そ
の
他
の
心
や
体
の
は
た
ら
き

に
障
害
が
あ
る
人
で
、
障
害
や
社
会
の
中
に

あ
る
バ
リ
ア
に
よ
っ
て
、
日
常
生
活
や
社
会

生
活
に
相
当
な
制
限
を
受
け
て
い
る
人
す
べ

て
が
対
象
で
す（
障
害
児
も
含
ま
れ
ま
す
。）。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

内
閣
府
政
策
統
括
官（
共
生
社
会
政
策
担
当
）

付 

障
害
者
施
策
担
当

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
8.cao.co.jp/shougai/

index.htm
l

問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

☎
37

－

0
0
6
9

　
　
　
　
　

Ⓕ
29

－

0
0
5
0

う
つ
病
と
感
じ
た
ら

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て
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くらしの情報

く
ら
し
の
情
報

募
集非

常
勤
職
員
募
集

募
集
職
種

　

化
石
部
出
作
業
員

募
集
人
員

　

1
名

勤
務
場
所

西
海
市
崎
戸
歴
史
民
俗
資
料
館

（
予
定
） 

※
変
更
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

勤
務
時
間

10
時
〜
17
時
・
週
30
時
間

※
勤
務
日
・
時
間
に
つ
い
て
は
応

相
談
。
土
日
勤
務
あ
り
。

勤
務
内
容

化
石
を
岩
か
ら
取
り
出
す
作
業

等
、
文
化
財
保
護
行
政
に
関
す
る

一
部
業
務

採
用
期
間

10
月
1
日
〜
3
月
31
日

※
契
約
更
新
あ
り

報
酬月

額
12
万
円

応
募
資
格

（
1
）満
18
歳
以
上
の
者

（
2
）パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
者

（
3
）普
通
免
許
を
有
す
る
者

（
4
）就
業
意
欲
と
根
気
の
あ
る
者

（
5
）継
続
し
て
勤
務
が
可
能
な
者

※
専
門
知
識
、
経
験
は
不
問

申
込
方
法

社
会
教
育
課
ま
で
直
筆
の
履
歴
書

を
郵
送
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限

9
月
15
日（
木
）17
時　

必
着

採
用
決
定

適
正
試
験
と
面
接
試
験
を
実
施
し

ま
す
。

そ
の
他（
福
利
厚
生
や
費
用
弁
償

な
ど
）

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用

保
険
あ
り
、
交
通
費
相
当
額
別
途

支
給
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
班 

☎
37

－

0
0
7
9

○
詳
し
く
は
、
西
海
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

公
共
職
業
訓
練（
平
成
28
年

度
10
期
）入
所
受
講
生
募
集

募
集
訓
練
科（
各
定
員
15
名
）

（
1
） C
A
D
・
生
産
サ
ポ
ー
ト
科

（
2
） 溶
接
施
工
科

（
3
） 電
気
設
備
技
術
科

（
4
） 住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

（
5
） 住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
科

※（
1
）、（
4
）は
平
成
28
年
度
新
設
科

訓
練
期
間（
6
か
月
コ
ー
ス
）

平
成
28
年
10
月
4
日（
火
）〜

　
　
　

平
成
29
年
3
月
28
日（
火
）

募
集
期
間

7
月
22
日（
金
）〜

　
　
　
　
　
　

9
月
1
日（
木
）

申
込
み
お
よ
び
相
談
先

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク「
職
業

訓
練
相
談
窓
口
」へ

※
施
設
見
学
、
訓
練
体
験
実
施
中

　
（
お
申
込
み
は
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
佐
世
保
ま
で
）

問
い
合
わ
せ
先

佐
世
保
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
ポ
リ
テ

ク
セ
ン
タ
ー
佐
世
保
）

訓
練
科
受
講
者
係

　

赤
司
、
新
治
、
岸

☎
0
9
5
6

－

58

－

3
1
1
8

Ⓕ
0
9
5
6

－

58

－

3
1
2
0

お
知
ら
せ

平
成
28
年
度
長
崎
県
防
災
推
進
員

（
自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
）養
成
講
座

日
時10

月
22
日（
土
）・
29
日（
土
）・

30
日（
日
）　

計
3
日
間

場
所大

瀬
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

3
階
大
会
議
室

受
講
対
象
者

自
主
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
、
防

災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
民
間
企
業
の

防
災
責
任
者
な
ど
地
域
・
職
場
の

防
災
の
担
い
手
や
そ
れ
を
目
指
す

方
で
、
長
崎
県
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
方

※
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、「
防
災

士
資
格
試
験
」
を
受
験
さ
れ
る
方

は
、
受
験
料
が
必
要
で
す
。（
県
ま

た
は
市
の
補
助
金
制
度
が
あ
り

ま
す
。）

申
込
期
間

9
月
12
日（
月
）必
着

募
集
人
数

1
0
0
名

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

申
込
方
法

参
加
申
込
書
に
よ
り
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
E
メ
ー
ル

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受
講
決

定
は
9
月
下
旬
ご
ろ
ま
で
に
郵
送

で
ご
連
絡
し
ま
す
。

※
参
加
申
込
書
は「
長
崎
県
総
合
防
災

ポ
ー
タ
ル
」に
掲
載
。ま
た
、本
庁
・

各
総
合
支
所
に
も
備
え
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

長
崎
県
危
機
管
理
課（
担
当
：
脇
川
）

〒
8
5
0

－

8
5
7
0

長
崎
市
江
戸
町
2
番
13
号

☎
0
9
5

－

8
9
5

－

2
1
4
8

Ⓕ
0
9
5

－

8
2
1

－

9
2
0
2

E
メ
ー
ル

s27100@
pref.nagasaki.lg.jp

安
全
安
心
課　

☎
37

－

0
0
2
8

上
級
救
命
講
習
の

お
知
ら
せ

日
時8

月
28
日（
日
）

9
時
〜
18
時
ま
で（
8
時
間
）

場
所佐

世
保
市
広
田
1
丁
目
15
番
20
号

佐
世
保
市
東
消
防
署
3
階

（
防
災
研
修
室
）

内
容（1

） 心
肺
蘇
生
法
お
よ
び
止
血

法
の
指
導

（
2
） 異
物
除
去
法
の
指
導

（
3
） 自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
A
E
D
）
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
指
導

（
4
） 傷
病
者
の
管
理
法
・
外
傷

の
手
当
要
領
・
搬
送
法

（
5
） そ
の
他
の
応
急
手
当
法
の

指
導

受
付
期
間

8
月
16
日（
火
）8
時
30
分
か
ら

8
月
27
日（
土
）17
時
15
分
ま
で

定
員20

名（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。）

受
講
対
象
者

中
学
生
以
上
の
受
講
者
全
員
に
テ

キ
ス
ト
を
配
布
し
、
修
了
証
を
交

付
し
ま
す
。（
受
講
料
は
無
料
）

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
次

の
担
当
署
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

佐
世
保
市
東
消
防
署

☎
0
9
5
6

－

38

－

2
5
9
1

Ⓕ
0
9
5
6

－

38

－

1
1
1
9

危
険
物
取
扱
者
保
安

講
習
会

受
講
義
務
者

免
状
を
取
得
し
て
危
険
物
取
扱
作

業
に
現
在
従
事
し
て
い
る
人
で
、

平
成
26
、
27
年
度
の
保
安
講
習
を

受
講
し
て
い
な
い
人

（
平
成
26
年
度
以
降
に
免
状
を
取

得
し
た
人
を
除
く
）

受
講
日
時

（
次
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
1
回
の

受
講
）

①
給
油
取
扱
所
従
事
者

9
月
20
日（
火
）9
時
〜
12
時
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募
集非

常
勤
職
員
募
集

募
集
職
種

　

化
石
部
出
作
業
員

募
集
人
員

　

1
名

勤
務
場
所

西
海
市
崎
戸
歴
史
民
俗
資
料
館

（
予
定
） 

※
変
更
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

勤
務
時
間

10
時
〜
17
時
・
週
30
時
間

※
勤
務
日
・
時
間
に
つ
い
て
は
応

相
談
。
土
日
勤
務
あ
り
。

勤
務
内
容

化
石
を
岩
か
ら
取
り
出
す
作
業

等
、
文
化
財
保
護
行
政
に
関
す
る

一
部
業
務

採
用
期
間

10
月
1
日
〜
3
月
31
日

※
契
約
更
新
あ
り

報
酬月

額
12
万
円

応
募
資
格

（
1
）満
18
歳
以
上
の
者

（
2
）パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
者

（
3
）普
通
免
許
を
有
す
る
者

（
4
）就
業
意
欲
と
根
気
の
あ
る
者

（
5
）継
続
し
て
勤
務
が
可
能
な
者

※
専
門
知
識
、
経
験
は
不
問

申
込
方
法

社
会
教
育
課
ま
で
直
筆
の
履
歴
書

を
郵
送
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限

9
月
15
日（
木
）17
時　

必
着

採
用
決
定

適
正
試
験
と
面
接
試
験
を
実
施
し

ま
す
。

そ
の
他（
福
利
厚
生
や
費
用
弁
償

な
ど
）

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用

保
険
あ
り
、
交
通
費
相
当
額
別
途

支
給
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
班 

☎
37

－

0
0
7
9

○
詳
し
く
は
、
西
海
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

公
共
職
業
訓
練（
平
成
28
年

度
10
期
）入
所
受
講
生
募
集

募
集
訓
練
科（
各
定
員
15
名
）

（
1
） C
A
D
・
生
産
サ
ポ
ー
ト
科

（
2
） 溶
接
施
工
科

（
3
） 電
気
設
備
技
術
科

（
4
） 住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

（
5
） 住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
科

※（
1
）、（
4
）は
平
成
28
年
度
新
設
科

訓
練
期
間（
6
か
月
コ
ー
ス
）

平
成
28
年
10
月
4
日（
火
）〜

　
　
　

平
成
29
年
3
月
28
日（
火
）

募
集
期
間

7
月
22
日（
金
）〜

　
　
　
　
　
　

9
月
1
日（
木
）

申
込
み
お
よ
び
相
談
先

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク「
職
業

訓
練
相
談
窓
口
」へ

※
施
設
見
学
、
訓
練
体
験
実
施
中

　
（
お
申
込
み
は
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
佐
世
保
ま
で
）

問
い
合
わ
せ
先

佐
世
保
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
ポ
リ
テ

ク
セ
ン
タ
ー
佐
世
保
）

訓
練
科
受
講
者
係

　

赤
司
、
新
治
、
岸

☎
0
9
5
6

－
58

－

3
1
1
8

Ⓕ
0
9
5
6

－

58

－

3
1
2
0

お
知
ら
せ

平
成
28
年
度
長
崎
県
防
災
推
進
員

（
自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
）養
成
講
座

日
時10

月
22
日（
土
）・
29
日（
土
）・

30
日（
日
）　

計
3
日
間

場
所大

瀬
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

3
階
大
会
議
室

受
講
対
象
者

自
主
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
、
防

災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
民
間
企
業
の

防
災
責
任
者
な
ど
地
域
・
職
場
の

防
災
の
担
い
手
や
そ
れ
を
目
指
す

方
で
、
長
崎
県
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
方

※
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、「
防
災

士
資
格
試
験
」
を
受
験
さ
れ
る
方

は
、
受
験
料
が
必
要
で
す
。（
県
ま

た
は
市
の
補
助
金
制
度
が
あ
り

ま
す
。）

申
込
期
間

9
月
12
日（
月
）必
着

募
集
人
数

1
0
0
名

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

申
込
方
法

参
加
申
込
書
に
よ
り
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
E
メ
ー
ル

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受
講
決

定
は
9
月
下
旬
ご
ろ
ま
で
に
郵
送

で
ご
連
絡
し
ま
す
。

※
参
加
申
込
書
は「
長
崎
県
総
合
防
災

ポ
ー
タ
ル
」に
掲
載
。ま
た
、本
庁
・

各
総
合
支
所
に
も
備
え
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

長
崎
県
危
機
管
理
課（
担
当
：
脇
川
）

〒
8
5
0

－

8
5
7
0

長
崎
市
江
戸
町
2
番
13
号

☎
0
9
5

－

8
9
5

－

2
1
4
8

Ⓕ
0
9
5

－

8
2
1

－

9
2
0
2

E
メ
ー
ル

s27100@
pref.nagasaki.lg.jp

安
全
安
心
課　

☎
37

－

0
0
2
8

上
級
救
命
講
習
の

お
知
ら
せ

日
時8

月
28
日（
日
）

9
時
〜
18
時
ま
で（
8
時
間
）

場
所佐

世
保
市
広
田
1
丁
目
15
番
20
号

佐
世
保
市
東
消
防
署
3
階

（
防
災
研
修
室
）

内
容（1

） 心
肺
蘇
生
法
お
よ
び
止
血

法
の
指
導

（
2
） 異
物
除
去
法
の
指
導

（
3
） 自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
A
E
D
）
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
指
導

（
4
） 傷
病
者
の
管
理
法
・
外
傷

の
手
当
要
領
・
搬
送
法

（
5
） そ
の
他
の
応
急
手
当
法
の

指
導

受
付
期
間

8
月
16
日（
火
）8
時
30
分
か
ら

8
月
27
日（
土
）17
時
15
分
ま
で

定
員20

名（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。）

受
講
対
象
者

中
学
生
以
上
の
受
講
者
全
員
に
テ

キ
ス
ト
を
配
布
し
、
修
了
証
を
交

付
し
ま
す
。（
受
講
料
は
無
料
）

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
次

の
担
当
署
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

佐
世
保
市
東
消
防
署

☎
0
9
5
6

－

38

－

2
5
9
1

Ⓕ
0
9
5
6

－

38

－

1
1
1
9

危
険
物
取
扱
者
保
安

講
習
会

受
講
義
務
者

免
状
を
取
得
し
て
危
険
物
取
扱
作

業
に
現
在
従
事
し
て
い
る
人
で
、

平
成
26
、
27
年
度
の
保
安
講
習
を

受
講
し
て
い
な
い
人

（
平
成
26
年
度
以
降
に
免
状
を
取

得
し
た
人
を
除
く
）

受
講
日
時

（
次
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
1
回
の

受
講
）

①
給
油
取
扱
所
従
事
者

9
月
20
日（
火
）9
時
〜
12
時
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く
ら
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の
情
報

広　

告　

欄

8月17日

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・

納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

　

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
を
お
勧
め
し

ま
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除（
全
額
免
除
・

一
部
免
除
・
法
定
免
除
）、
若
年
者
納
付
猶

予
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
ら
れ

た
期
間
が
あ
る
場
合
、
保
険
料
を
全
額
納

め
た
方
と
比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金（
65
歳
か

ら
受
け
ら
れ
る
年
金
）の
受
け
取
り
額
が
少

な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
は
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
額
す

る
た
め
に
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
遡
っ
て
納

め
る（
追
納
）こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た

期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
3
年
度
目

以
降
の
追
納
の
場
合
、
当
時
の
保
険
料
額
に

一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

※
追
納
の
お
申
込
み
・
ご
相
談
は
お
近
く

の
年
金
事
務
所
へ
お
願
い
し
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か
？

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

　

老
齢
基
礎
年
金（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る

年
金
）は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の

40
年
間
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、
満
額
の

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に

よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40
年
間

に
満
た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な

る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し

て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
満
額
に

近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や
保
険
料
の
免

除
期
間
等
が
原
則
と
し
て
25
年
以
上
必
要

と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い

な
い
場
合
は
、
70
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍
を

持
つ
方
も
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
長
崎
北
年
金

事
務
所
国
民
年
金
課
ま
た
は
市
民
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

長
崎
北
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
0
9
5

－

8
6
1

－

1
3
5
4

市
民
課

☎
0
9
5
9

－

37

－

0
1
6
4

平
成
28
年
度
西
海
市
3
世
代
同
居
・

近
居
促
進
事
業
を
始
め
ま
す

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と

が
で
き
る
住
ま
い
お
よ
び
居
住
環
境
の
形

成
を
促
進
す
る
た
め
、
新
た
に
3
世
代
同

居
ま
た
は
近
居
す
る
た
め
の
改
修
工
事
、
ま

た
は
中
古
住
宅
の
取
得
を
行
う
方
に
対
し
、

補
助
対
象
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
者

①
新
た
に
3
世
代
で
西
海
市
内
で
同
居
す

る
た
め
に
自
ら
所
有
す
る
住
宅
を
改
修

し
よ
う
と
す
る
者

②
同
居
ま
た
は
近
居
す
る
た
め
に
自
ら
が

居
住
す
る
た
め
の
中
古
住
宅
を
取
得
し

よ
う
と
す
る
者

補
助
対
象
経
費

①
新
た
に
3
世
代
で
同
居
す
る
た
め
の
改

修
工
事（
間
取
り
の
変
更
、設
備
の
改
修
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
リ
フ
ォ
ー
ム
、断
熱
改
修
、

浄
化
槽
の
設
置
等
）

②
新
た
に
3
世
代
で
同
居
ま
た
は
近
居
す

る
た
め
の
中
古
住
宅
の
取
得
に
要
す
る

費
用

補
助
金
の
額

補
助
対
象
経
費
の
5
分
の
1
以
内
の
額

た
だ
し
、
上
限
額
40
万
円

申
込
期
間

平
成
29
年
1
月
31
日
ま
で（
予
算
が
無
く

な
り
次
第
、締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

手
続
き

　
「
西
海
市
3
世
代
同
居
・
近
居
促
進
事
業

補
助
金
交
付
要
綱
」に
基
づ
き
、
必
要
な
提

出
書
類
を
作
成
の
上
、
住
宅
建
築
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
請
す
る
際
は
、

事
前
に
住
宅
建
築
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

住
宅
建
築
課　

☎
37

－

0
0
2
1
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広報さいかいに広告を掲載してみませんか

・規格および広告掲載料

・詳しくは政策企画課秘書広報班（☎37-0261）または西海市ウェブサイトをご覧ください

1枠（45mm×178mm）　月額1万円 半枠（45mm×88mm）　 月額5千円

9
月
21
日（
水
）13
時
〜
16
時

②
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
従
事
者  

8
月
25
日（
木
）13
時
〜
16
時

③ 

①
お
よ
び
②
以
外
の
危
険
物

施
設
従
事
者

9
月
20
日（
火
）13
時
〜
16
時

9
月
21
日（
水
）9
時
〜
12
時

会
場

○
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
従
事
者
の
方

佐
世
保
市
光
町

九
州
電
力
㈱ 

相
浦
発
電
所

○
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
従
事
者
以
外

の
方

佐
世
保
市
三
浦
町

ア
ル
カ
ス
S
A
S
E
B
O

受
付
期
間

○
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
従
事
者
の
方

7
月
4
日（
月
）〜
8
月
8
日（
月
）

○
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
従
事
者
以
外

の
方

8
月
9
日（
火
）〜
8
月
30
日（
火
）

受
講
申
込
書
は
、
最
寄
り
の
消
防

署
、
消
防
出
張
所
お
よ
び
県
北
振

興
局
に
あ
り
ま
す
。

受
講
申
請
窓
口

一
般
社
団
法
人 

長
崎
県
危
険
物

安
全
協
会　

長
崎
市
桶
屋
町
50
番

1
号
杉
本
ビ
ル
3F

☎
0
9
5

－
8
2
5

－

8
4
7
9

問
い
合
わ
せ
先

佐
世
保
市
消
防
局
予
防
課
保
安
係

☎
0
9
5
6

－

23

－

9
2
5
7

Ⓕ
0
9
5
6

－

23

－

2
4
4
3

「
平
成
28
年
度
下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験
」の
実
施
に
つ
い
て

　

平
成
12
年
4
月
か
ら
指
定
工
事
店

制
度
が
改
正
さ
れ
、
長
崎
県
内
に
お

い
て
公
共
下
水
道
の
水
洗
化
を
行
う

な
ど
の
排
水
設
備
工
事
は
、
長
崎
県

下
水
道
協
会
が
認
定
し
た「
下
水
道

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
」
が
専

属
す
る
工
事
店
で
、
か
つ
、
市（
町
）

長
が
排
水
設
備
指
定
工
事
店
と
し
て

指
定
し
た
工
事
店
で
し
か
工
事
が
で

き
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
県
内
統
一
の「
下
水
道
排
水

設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
」
を
次

の
要
領
で
実
施
し
ま
す
。

試
験
日
時

11
月
13
日（
日
）13
時
〜
16
時

試
験
内
容

下
水
道
の
一
般
的
分
野
お
よ
び
技

術
的
分
野

試
験
会
場

公
益
財
団
法
人

長
崎
県
建
設
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

（
大
村
市
池
田
2
丁
目
1
3
1
1

番
3
）

受
付
期
間

9
月
5
日（
月
）〜
20
日（
火
）

（
9
時
〜
17
時　

土
曜
日
・
日
曜

日
・
祝
日
を
除
く
）

受
験
資
格

学
歴
に
応
じ
て
、
下
水
道
工
事
等

の
実
務
経
験
が
必
要
で
す
。

受
験
料

8
、
0
0
0
円

申
込
書
関
係

公
益
財
団
法
人
長
崎
県
建
設
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
西
海
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・
県
内

各
市
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
提
出
先

公
益
財
団
法
人
長
崎
県
建
設
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
の
申
込

か
、
郵
送（
簡
易
書
留
）で
お
願
い

し
ま
す
。

※
市
で
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

実
施
団
体

長
崎
県
下
水
道
協
会

問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人

長
崎
県
建
設
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

（
略
称
：
ナ
ー
ク
）

大
村
市
池
田
2
丁
目
1
3
1
1

番
3

☎
0
9
5
7

－

54

－

1
6
0
4

長
崎
県
立
鶴
南
特
別
支
援
学
校
学
校

公
開（
本
校
小
・
中
学
部
）の
ご
案
内

　

授
業
参
観
な
ど
を
通
じ
て
、
学
校

生
活
の
様
子
や
施
設
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
知
的
障
害
特
別
支
援
学
校
の
教

育
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま

た
、
教
育
や
進
路
等
に
関
す
る
相
談

も
行
い
ま
す
。

日
時9

月
21
日（
水
）

9
時
45
分
〜
12
時
10
分

（
9
時
15
分
受
付
開
始
）

学
校
紹
介
・
参
観
・
施
設
見
学

12
時
10
分
〜
14
時

希
望
者
へ
の
教
育
相
談

お
よ
び
自
由
参
観

　

参
観
お
よ
び
教
育
相
談
の
申
込

み
等
に
つ
い
て
は
、
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

長
崎
県
立
鶴
南
特
別
支
援
学
校
本

校
副
校
長　

山
﨑　

由
美

〒
8
5
1

－

0
4
0
1

長
崎
市
蚊
焼
町
7
2
1

☎
0
9
5（
8
9
2
）0
6
9
1

Ⓕ
0
9
5（
8
9
2
）3
8
8
0

「
夏
の
就
農
相
談
会
」開
催

　

西
海
市
で
農
業
を
始
め
よ
う
と
考

え
て
い
る
方
に
、
国
や
県
、
市
の
支

援
制
度
な
ど
を
紹
介
す
る
、
就
農
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

お
盆
に
帰
省
す
る
予
定
の
方
で
、

西
海
市
に
戻
っ
て
就
農
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
方
や
、
ご
親
戚
や
ご
家
族

お
知
り
合
い
で
、
就
農
を
思
案
中
の

方
に
も
ご
案
内
し
て
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

　

８
月
12
日（
金
）　

10
時
〜
15
時

会
場西

海
市
役
所
第
３
別
館
会
議
室

（
西
海
市
大
瀬
戸
町
瀬
戸
樫
浦
郷

2
2
7
8
番
地
２
農
林
課
内
）

問
い
合
わ
せ
先

農
林
課
就
農
相
談
会
担
当

☎
37

－

0
0
7
0
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国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・

納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

　

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
を
お
勧
め
し

ま
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除（
全
額
免
除
・

一
部
免
除
・
法
定
免
除
）、
若
年
者
納
付
猶

予
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
ら
れ

た
期
間
が
あ
る
場
合
、
保
険
料
を
全
額
納

め
た
方
と
比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金（
65
歳
か

ら
受
け
ら
れ
る
年
金
）の
受
け
取
り
額
が
少

な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
は
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
額
す

る
た
め
に
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
遡
っ
て
納

め
る（
追
納
）こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た

期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
3
年
度
目

以
降
の
追
納
の
場
合
、
当
時
の
保
険
料
額
に

一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

※
追
納
の
お
申
込
み
・
ご
相
談
は
お
近
く

の
年
金
事
務
所
へ
お
願
い
し
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か
？

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

　

老
齢
基
礎
年
金（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る

年
金
）は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の

40
年
間
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、
満
額
の

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に

よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40
年
間

に
満
た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な

る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し

て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
満
額
に

近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や
保
険
料
の
免

除
期
間
等
が
原
則
と
し
て
25
年
以
上
必
要

と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い

な
い
場
合
は
、
70
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍
を

持
つ
方
も
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
長
崎
北
年
金

事
務
所
国
民
年
金
課
ま
た
は
市
民
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

長
崎
北
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
0
9
5

－

8
6
1

－

1
3
5
4

市
民
課

☎
0
9
5
9

－

37

－

0
1
6
4

平
成
28
年
度
西
海
市
3
世
代
同
居
・

近
居
促
進
事
業
を
始
め
ま
す

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と

が
で
き
る
住
ま
い
お
よ
び
居
住
環
境
の
形

成
を
促
進
す
る
た
め
、
新
た
に
3
世
代
同

居
ま
た
は
近
居
す
る
た
め
の
改
修
工
事
、
ま

た
は
中
古
住
宅
の
取
得
を
行
う
方
に
対
し
、

補
助
対
象
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
者

①
新
た
に
3
世
代
で
西
海
市
内
で
同
居
す

る
た
め
に
自
ら
所
有
す
る
住
宅
を
改
修

し
よ
う
と
す
る
者

②
同
居
ま
た
は
近
居
す
る
た
め
に
自
ら
が

居
住
す
る
た
め
の
中
古
住
宅
を
取
得
し

よ
う
と
す
る
者

補
助
対
象
経
費

①
新
た
に
3
世
代
で
同
居
す
る
た
め
の
改

修
工
事（
間
取
り
の
変
更
、設
備
の
改
修
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
リ
フ
ォ
ー
ム
、断
熱
改
修
、

浄
化
槽
の
設
置
等
）

②
新
た
に
3
世
代
で
同
居
ま
た
は
近
居
す

る
た
め
の
中
古
住
宅
の
取
得
に
要
す
る

費
用

補
助
金
の
額

補
助
対
象
経
費
の
5
分
の
1
以
内
の
額

た
だ
し
、
上
限
額
40
万
円

申
込
期
間

平
成
29
年
1
月
31
日
ま
で（
予
算
が
無
く

な
り
次
第
、締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

手
続
き

　
「
西
海
市
3
世
代
同
居
・
近
居
促
進
事
業

補
助
金
交
付
要
綱
」に
基
づ
き
、
必
要
な
提

出
書
類
を
作
成
の
上
、
住
宅
建
築
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
請
す
る
際
は
、

事
前
に
住
宅
建
築
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

住
宅
建
築
課　

☎
37

－

0
0
2
1
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側
と
そ
れ
ぞ
れ
に
味
わ
い
が
あ
り
、
そ
の

特
徴
を
生
か
し
た
自
治
会
活
動
も
盛
ん
で

み
ん
な
が
活
躍
で
き
る
地
域
で
す
。

【
崎
戸
総
合
支
所
】

　

平
成
28
年
4
月
か
ら
崎
戸
総
合
支
所
の

庁
舎
を
崎
戸
中
央
公
民
館
に
移
動
し
、
教

育
委
員
会
崎
戸
地
区
と
同
じ
フ
ロ
ア
で
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
移
動
に
伴
い
改
修

工
事
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
新
し
く
明

る
い
事
務
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
江
島
・
平
島
地
区
に
出
張
所
が
あ

り
、
非
常
勤
職
員
を
含
め
そ
れ
ぞ
れ
3
名
の

職
員
で
地
域
に
根
ざ
し
た
窓
口
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

環
境
政
策
課

　

環
境
政
策
課
は
、「
総
務
環
境
班
」「
廃
棄

物
政
策
班
」の
二
班
体
制
で
、
公
衆
衛
生
向

上
の
た
め
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
総
務
環
境
班
」
は
、
墓
地
・
斎
場
・
狂

犬
病
発
生
予
防
・
環
境
保
全
を
主
な
業
務

と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
廃
棄
物
政
策
班
」
は
、
ご
み
処
理
施
設

や
し
尿
処
理
施
設
の
管
理
、
ま
た
、
家
庭

な
ど
か
ら
出
る
一
般
廃
棄
物
の
処
理
を
主

な
業
務
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

環
境
保
全
に
関
す
る
こ
と
、
ご
み
の
分

別
に
関
す
る
こ
と
な
ど
で
困
っ
て
い
る
点

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
環
境
政

策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

税
務
課

税
務
課
は
、
市
民
税
班
と
資
産
税
班
の
二

つ
の
班
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
正
規
職
員

12
名
、
非
常
勤
職
員
１
名
の
計
13
名
で
す
。

　

税
に
関
す
る
各
種
証
明
書
の
発
行
、
住

民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
固
定
資
産
税

な
ど
の
集
合
税
や
、
軽
自
動
車
税
な
ど
を

算
定
し
、
納
税
通
知
書
や
納
付
書
を
送
付

す
る
、
賦
課
業
務
を
主
と
し
て
い
ま
す
。

　

税
に
関
す
る
事
は
幅
広
く
奥
深
い
も
の

で
、
何
か
お
困
り
の
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

わ
か
り
や
す
く
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ま
の
豊
か
で
健
康
な
暮
ら
し
を
支

え
る
、
大
事
な
財
源（
収
入
）
と
し
て
、
今

後
も
適
正
な
税
金
の
計
算
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

債
権
管
理
課

　

債
権
管
理
課
は
、
こ
れ
ま
で
税
務
課
で

取
り
扱
っ
て
い
た
市
税
・
国
民
健
康
保
険

税
に
加
え
て
、市
全
体
の
債
権
に
つ
い
て
も

収
納
体
制
を
強
化
し
て
、滞
納
額
の
縮
減
を

図
る
た
め
に
、本
年
４
月
に
新
設
さ
れ
ま
し

た
。
課
長
１
名
、
債
権
対
策
班
６
名
、
公
金

徴
収
員
３
名
で
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
業
務
は
、
市
税
等
の
徴
収
や
滞
納

整
理
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
税
以
外
の

債
権
に
つ
い
て
も
、
担
当
部
署
で
の
滞
納

整
理
を
強
化
し
て
い
く
た
め
の
指
導
や
シ

ス
テ
ム
の
改
修
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

公
平
か
つ
公
正
な
市
民
負
担
の
確
保
と

債
権
管
理
の
適
正
化
を
図
り
、
健
全
な
行

財
政
運
営
を
行
う
た
め
に
正
義
感
と
責
任

感
そ
し
て
情
熱
を
持
っ
て
滞
納
整
理
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

税
金
、
使
用
料
な
ど
は
納
期
内
の
納
付

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲炭化センター

▲汚泥再生処理センター

▲ｅＬ－ＴＡＸマスコットキャラクター
　（エルレンジャー）

▲リサイクルセンター

毎月第一月曜日は、
夜間納税相談実施中！
ファイナンシャルプランナーによる
生活収支改善のアドバイスも
行っています！
お気軽にお問い合わせください。

債権管理課
☎37-0025
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・
西
彼
総
合
支
所 

【
所
在
地
】西
海
市
西
彼
町
喰
場
郷
１
６
８
６
番
地
３

　
　
　
　
　
　
　

 

【
電
話
番
号
】☎
37‒

０
１
２
４

・
西
海
総
合
支
所 

【
所
在
地
】西
海
市
西
海
町
木
場
郷
２
２
３
５
番
地

　
　
　
　
　
　
　

 

【
電
話
番
号
】☎
37‒

０
１
３
４

・
大
島
総
合
支
所 

【
所
在
地
】西
海
市
大
島
町
１
８
９
４
番
地
５

　
　
　
　
　
　
　

 

【
電
話
番
号
】☎
37‒

０
１
４
４

・
崎
戸
総
合
支
所 

【
所
在
地
】西
海
市
崎
戸
町
蠣
浦
郷
１
６
４
５
番
地
１

　
　
　
　
　
　
　

 

【
電
話
番
号
】☎
37‒

０
１
５
４

【
所
在
地
】

西
海
市
瀬
戸
樫
浦
郷
２
２
２
２
番
地

【
電
話
番
号
】

税
務
課　
　
　

☎
37‒

０
０
６
２

債
権
管
理
課　

☎
37‒

０
０
２
５

環
境
政
策
課　

☎
37‒

０
０
６
５

市
民
課　
　
　

☎
37‒

０
１
６
４

「西海市役所の職員っ
て何しているの？」「西
海市に住んで困った
時どこに連絡すれば
いいの？」市民の皆さ
まのそんな疑問にお
答えします！
各課の紹介を毎月特
集するので宜しくお願
いします☆

市民環境部

総合支所

市
民
課

　

市
民
課
は
、
正
規
職
員
9
名
、
臨
時
職

員
1
名
の
計
10
名
で
業
務
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。

　

主
な
業
務
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
戸

籍
、
住
民
票（
転
入
・
転
出
・
転
居
）、
印

鑑
登
録
証
明
書
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
、
各

種
証
明
書
の
発
行
や
、
国
民
年
金
等
に
関

す
る
事
務
な
ら
び
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

提
出
い
た
だ
く
各
種
申
請
の
受
付
業
務
な

ど
、
い
つ
も
笑
顔
で
親
切
・
丁
寧
を
心
が

け
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
1
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
が
開
始
さ
れ
、
税
や
社
会
保
障

の
手
続
き
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
利
用
が
は

じ
ま
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
カ
ー
ド
の
交

付
は
予
約
制
と
な
っ
て
ま
す
。
お
早
め
に

お
受
け
取
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

総
合
支
所

　

皆
さ
ん
に
と
っ
て
一
番
身
近
な
総
合
支

所
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が「
身
近
な
業
務
は
身

近
な
場
所
で
済
ま
せ
る
…
」
こ
と
を
基
本

に
、
市
役
所
業
務
の
総
合
的
な
窓
口
と
し

て
、
申
請
手
続
き
や
受
付
業
務
を
主
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

来
庁
さ
れ
る
皆
さ
ん
が
、
平
等
・
正
確
・

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
目
指
し

て
お
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
目
線
に
立
っ

た
、
親
切
・
丁
寧
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
活
動
、

特
に
、
自
治
会
を
中
心
と
し
た
地
域
再
生

を
め
ざ
す
活
動
の
相
談
窓
口
と
し
て
の
支

援
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
西
彼
総
合
支
所
】

　

西
彼
総
合
支
所
は
、
旧
長
崎
オ
ラ
ン
ダ

村
施
設
の
一
部
を
改
修
し
平
成
22
年
5
月

に
開
設
し
ま
し
た
。

　

西
彼
地
区
は
、
毎
月
、
行
政
区
長
の
定

例
会
を
開
催
し
て
お
り
、
行
政
諸
般
の
連

絡
事
項
の
伝
達
や
協
議
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
各
地
区
の
分
区
長
へ
伝
達

さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

8
月
16
日（
火
）
に
西
彼
町
夏
ま
つ
り
が
、

今
年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ポ
ー
ト
ホ
ー

ル
ン
長
崎
横
の
駐
車
場
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
す
の
で
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

【
西
海
総
合
支
所
】

　

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
五
島
灘
か
ら

心
地
よ
い
潮
風
が
漂
い
、
古
く
は
、
わ
が

国
最
初
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
で
あ
る
大
村

純
忠
が
横
瀬
浦
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
貿
易

港
を
開
き
、
南
蛮
貿
易
や
キ
リ
ス
ト
教
と

ゆ
か
り
の
深
い
西
海
町
に「
西
海
総
合
支

所
」は
あ
り
ま
す
。

　

西
海
町
内
は
も
と
よ
り
、
西
彼
町
・
大

島
町
か
ら
の
利
用
者
も
多
く
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
心
配
り
の
で
き
る
総
合
支
所
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

【
大
島
総
合
支
所
】

　

大
島
総
合
支
所
は
医
療
機
関
、
商
業
施

設
、
教
育
施
設
、
海
水
浴
場
、
交
番
な
ど
の

近
く
で
市
民
が
利
用
し
や
す
い
場
所
に
あ

り
ま
す
。
街
並
み
は
企
業
城
下
町
の
東
側

と
風
光
明
媚
で
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
西
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側
と
そ
れ
ぞ
れ
に
味
わ
い
が
あ
り
、
そ
の

特
徴
を
生
か
し
た
自
治
会
活
動
も
盛
ん
で

み
ん
な
が
活
躍
で
き
る
地
域
で
す
。

【
崎
戸
総
合
支
所
】

　

平
成
28
年
4
月
か
ら
崎
戸
総
合
支
所
の

庁
舎
を
崎
戸
中
央
公
民
館
に
移
動
し
、
教

育
委
員
会
崎
戸
地
区
と
同
じ
フ
ロ
ア
で
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
移
動
に
伴
い
改
修

工
事
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
新
し
く
明

る
い
事
務
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
江
島
・
平
島
地
区
に
出
張
所
が
あ

り
、
非
常
勤
職
員
を
含
め
そ
れ
ぞ
れ
3
名
の

職
員
で
地
域
に
根
ざ
し
た
窓
口
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

環
境
政
策
課

　

環
境
政
策
課
は
、「
総
務
環
境
班
」「
廃
棄

物
政
策
班
」の
二
班
体
制
で
、
公
衆
衛
生
向

上
の
た
め
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
総
務
環
境
班
」
は
、
墓
地
・
斎
場
・
狂

犬
病
発
生
予
防
・
環
境
保
全
を
主
な
業
務

と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
廃
棄
物
政
策
班
」
は
、
ご
み
処
理
施
設

や
し
尿
処
理
施
設
の
管
理
、
ま
た
、
家
庭

な
ど
か
ら
出
る
一
般
廃
棄
物
の
処
理
を
主

な
業
務
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

環
境
保
全
に
関
す
る
こ
と
、
ご
み
の
分

別
に
関
す
る
こ
と
な
ど
で
困
っ
て
い
る
点

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
環
境
政

策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

税
務
課

税
務
課
は
、
市
民
税
班
と
資
産
税
班
の
二

つ
の
班
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
正
規
職
員

12
名
、
非
常
勤
職
員
１
名
の
計
13
名
で
す
。

　

税
に
関
す
る
各
種
証
明
書
の
発
行
、
住

民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
固
定
資
産
税

な
ど
の
集
合
税
や
、
軽
自
動
車
税
な
ど
を

算
定
し
、
納
税
通
知
書
や
納
付
書
を
送
付

す
る
、
賦
課
業
務
を
主
と
し
て
い
ま
す
。

　

税
に
関
す
る
事
は
幅
広
く
奥
深
い
も
の

で
、
何
か
お
困
り
の
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

わ
か
り
や
す
く
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ま
の
豊
か
で
健
康
な
暮
ら
し
を
支

え
る
、
大
事
な
財
源（
収
入
）
と
し
て
、
今

後
も
適
正
な
税
金
の
計
算
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

債
権
管
理
課

　

債
権
管
理
課
は
、
こ
れ
ま
で
税
務
課
で

取
り
扱
っ
て
い
た
市
税
・
国
民
健
康
保
険

税
に
加
え
て
、市
全
体
の
債
権
に
つ
い
て
も

収
納
体
制
を
強
化
し
て
、滞
納
額
の
縮
減
を

図
る
た
め
に
、本
年
４
月
に
新
設
さ
れ
ま
し

た
。
課
長
１
名
、
債
権
対
策
班
６
名
、
公
金

徴
収
員
３
名
で
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
業
務
は
、
市
税
等
の
徴
収
や
滞
納

整
理
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
税
以
外
の

債
権
に
つ
い
て
も
、
担
当
部
署
で
の
滞
納

整
理
を
強
化
し
て
い
く
た
め
の
指
導
や
シ

ス
テ
ム
の
改
修
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

公
平
か
つ
公
正
な
市
民
負
担
の
確
保
と

債
権
管
理
の
適
正
化
を
図
り
、
健
全
な
行

財
政
運
営
を
行
う
た
め
に
正
義
感
と
責
任

感
そ
し
て
情
熱
を
持
っ
て
滞
納
整
理
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

税
金
、
使
用
料
な
ど
は
納
期
内
の
納
付

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲炭化センター

▲汚泥再生処理センター

▲ｅＬ－ＴＡＸマスコットキャラクター
　（エルレンジャー）

▲リサイクルセンター

毎月第一月曜日は、
夜間納税相談実施中！
ファイナンシャルプランナーによる
生活収支改善のアドバイスも
行っています！
お気軽にお問い合わせください。

債権管理課
☎37-0025
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室内でも熱中症予防を
心がけましょう

●高齢者は室内で熱中症になるケースが目立
ちます。エアコンや扇風機を上手に使用し
て、高温多湿にならないよう注意しましょう。

●高齢者は暑さやのどの渇きを感じにくく
なっているため、自覚がないまま重症とな
る傾向があり、より一層の注意が必要です。

●のどが渇いてから水やお茶を飲むのではな
く、あらかじめ時間を決めるなどルールを決
めて意識的に水分をとるようにしましょう。

●熱中症を疑う症状がある場合は涼しい場所
に移動させ、衣服をゆるめて体を冷やし、水
分と塩分を与えるようにしましょう。意識が
ない場合は救急車を要請しましょう。

西海市消費生活センターからの 問い合わせ先
西海市消費生活センター
☎３７－０１４５

見守り
新鮮情報

　家族が14時過ぎに帰宅すると、室内の冷房が止まってお
り、高齢の母親がベッド上でけいれんし意識がなかったため救
急車を呼んだ。（当事者：90歳代　女性）事者：90歳代 女性）

事例1

事例2

　訪問看護に行ったところ、
蒸し暑い室内で被介護者が
倒れていた。
意識がなかったので
救急車を呼んだ。
（当事者：80歳代女性）

く
ら
し
の
情
報

ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
か
ら
の
お
知
ら
せ

水
泳
行
事
参
加
者
募
集

ス
テ
ッ
プ
・
ア
ッ
プ
水
泳
塾

　

今
年
は
、
7
月
よ
り「
ス
テ
ッ
プ
・
ア
ッ

プ
水
泳
塾
」と
し
て
、
全
年
代
を
対
象
に
水

泳
・
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
・
健
康
体
操
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

開
催
日
は
、
木
曜
日
・
土
曜
日
中
心
に

開
催
し
て
い
ま
す
。
一
度
の
申
し
込
み
で
、

好
き
な
時
間
に
好
き
な
教
室
に
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳
し

い
日
程
は
、
西
海
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
お
よ

び
、
各
地
区
教
育
委
員
会
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
開
催
時
間
等
は
、
必
ず
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

場
所ふ

れ
あ
い
プ
ー
ル（
大
瀬
戸
総
合
運
動

公
園
内
）

参
加
資
格　

小
学
生
以
上

参
加
費　

無
料

申
込
方
法

　

申
込
用
紙
を
プ
ー
ル
に
提
出（
要
押
印
）

小
学
生
水
泳
大
会

　

今
年
も
、
小
学
生
の
水
泳
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
夏
休
み
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

日
時8

月
21
日（
日
）

受
付　

10
時

大
会
開
始　

10
時
30
分

閉
会　

15
時（
予
定
）

場
所ふ

れ
あ
い
プ
ー
ル（
大
瀬
戸
総
合
運
動

公
園
内
）

参
加
資
格　

小
学
生

参
加
費　
　

無
料

種
目25

m
、
50
m
、
自
由
形
、
平
泳
ぎ
、
背
泳

ぎ
、
リ
レ
ー
、
距
離
測
定（
ビ
ー
ト
板
あ

り
、
無
し
）

※
一
人
2
種
目（
リ
レ
ー
を
除
く
）

※
副
賞
が
あ
る
全
員
参
加
の
競
技
も
あ
り

ま
す

申
込
締
切　

8
月
10
日（
水
）必
着

申
込
方
法

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
後
、
所

定
の
場
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
設
置
お
よ
び
提
出
場
所

社
会
教
育
課
、
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
、
西
彼

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
、
西
海
公
民
館
、

大
島
離
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
、
崎
戸

中
央
公
民
館
、
大
瀬
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

※
申
込
書
は
、
西
海
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内

の
教
育
委
員
会
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
文
化
ス
ポ
ー
ツ
班　
　
　
　

☎
37

－

0
0
7
9
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くらしの情報

く
ら
し
の
情
報

農
地
バ
ン
ク
で
農
地
を
借
り
た
い
人
・

貸
し
た
い
人
を
募
集
中
で
す
！

　

国
が
推
進
し
て
い
る
農
地
中
間
管
理
事

業（
農
地
バ
ン
ク
）に
つ
い
て
、
農
地
を
借

り
た
い
人
や
農
地
を
貸
し
た
い
人
を
募
集

中
で
す
。

　

農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
、
農
地
を
貸

し
た
い
人
か
ら
公
的
機
関
で
あ
る
長
崎
県

農
業
振
興
公
社（
中
間
管
理
機
構
）が
農
地

を
借
受
け
て
、
借
り
た
い
人
へ
貸
し
出
す
制

度
で
す
。
貸
し
借
り
の
間
を
公
的
機
関
が

行
な
う
こ
と
で
、
面
倒
な
貸
借
手
続
き
を
行

な
う
こ
と
な
く
、
安
心
し
て
貸
し
借
り
が
で

き
る
制
度
で
す
。

　

経
営
者
の
方
で
規
模
拡
大
の
希
望（
農
地

を
借
り
た
い
）が
あ
る
方
や
規
模
縮
小（
農

地
を
貸
し
た
い
）を
予
定
し
て
い
る
方
な
ど

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
農
地
を
借
り
た
い
人

年
に
4
回
あ
る
公
募
期
間
中
に
借
受
け

申
出
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

﹇
平
成
28
年
度
第
2
回
公
募
期
間
﹈

8
月
1
日
〜
9
月
2
日

●
農
地
を
貸
し
た
い
人

貸
し
出
し
申
出
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

提
出
は
随
時
受
付
中
で
す
。

※
申
し
出
さ
れ
て
も
必
ず
貸
付
け
で
き
る
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
・
申
込
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
先

西
海
市
農
業
振
興
公
社

☎
22

－

1
3
1
1

西
海
市
役
所
農
林
課

☎
37

－

0
0
7
0

ながさき移住サポートセンター
のご案内

長崎へのUIターンを
サポートいたします

就職相談員
福嶋 昌範／宅島 毅
移住相談員
神尾 明子／中島 悠

営業時間：月曜日～金曜日　9時～17時
長崎市江戸町2番13号　県庁本館1階
TEL：095-894-3581　FAX：095-894-3586
メール：iju@pref.nagasaki.lg.jp

専任の就職担当者による
就職サポート

キャンピングカーの
貸出しによる
市町協働の移住サポート

 バス
県庁前下車 徒歩2分

 路面電車
大波止電停下車
徒歩約5分

長崎県庁本館1階

夢彩都

長崎
出島ワーフ 出島

大波止

出島

築町

西浜町

西浜町アーケード前

観光通り

長崎窓口 ●あなたのご希望にあった求人の
　開拓・マッチング

●独自開拓の求人のご紹介

●宅地建物取引業協会、全日本不動産
　協会の提携による不動産物件の紹介

●空き家バンクの紹介

●全国初！キャンピングカーの
　低料金での貸出し

●県内全21市町の最新情報の提供

しごと

住まい

暮らし
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室内でも熱中症予防を
心がけましょう

●高齢者は室内で熱中症になるケースが目立
ちます。エアコンや扇風機を上手に使用し
て、高温多湿にならないよう注意しましょう。

●高齢者は暑さやのどの渇きを感じにくく
なっているため、自覚がないまま重症とな
る傾向があり、より一層の注意が必要です。

●のどが渇いてから水やお茶を飲むのではな
く、あらかじめ時間を決めるなどルールを決
めて意識的に水分をとるようにしましょう。

●熱中症を疑う症状がある場合は涼しい場所
に移動させ、衣服をゆるめて体を冷やし、水
分と塩分を与えるようにしましょう。意識が
ない場合は救急車を要請しましょう。

西海市消費生活センターからの 問い合わせ先
西海市消費生活センター
☎３７－０１４５

見守り
新鮮情報

　家族が14時過ぎに帰宅すると、室内の冷房が止まってお
り、高齢の母親がベッド上でけいれんし意識がなかったため救
急車を呼んだ。（当事者：90歳代　女性）事者：90歳代 女性）

事例1

事例2

　訪問看護に行ったところ、
蒸し暑い室内で被介護者が
倒れていた。
意識がなかったので
救急車を呼んだ。
（当事者：80歳代女性）
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の
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を
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。
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あ
ん
な
こ
と

こ
ん
な
こ
と

市長の

市長コラム

市
長
コ
ラ
ム

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
、
市
長
の

田
中
で
す
。
猛
暑
日
が
続
い
て
い
ま

す
が
市
民
の
皆
様
に
は
熱
中
症
な
ど

大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。
豪
雨
、
台
風
な

ど
自
然
の
猛
威
が
い
つ
も
頭
か
ら
離

れ
ま
せ
ん
。
今
年
は
台
風
の
発
生
が

例
年
に
比
べ
異
常
に
遅
く
、
気
象
に

異
変
が
起
き
て
い
る
証
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
7
月
初
旬
が
広
報
さ
い
か
い

8
月
号
の
コ
ラ
ム
原
稿
締
め
切
り
な

の
で
各
ご
家
庭
に
配
布
さ
れ
る
ま
で

に
何
事
も
な
け
れ
ば
よ
い
が
と
案
じ

て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
先
月
は
夏
を
告
げ
る
行
事

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
各
地
区

で
は
さ
な
ぼ
り
行
事
に
伝
統
的
な

夏
越
し
祭
り
が
行
わ
れ
、
チ
ガ
ヤ
で

作
っ
た
輪
を
抜
け
る
慣
わ
し
に
は
、

五
穀
豊
穣
と
無
病
息
災
、
地
域
安
泰

の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か

途
絶
え
る
こ
と
の
無
い
こ
う
し
た
伝

統
文
化
を
こ
れ
か
ら
も
継
承
し
て
行

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
西
海

市
に
は
津
々
浦
々
に
貴
重
な
文
化
が

存
在
し
て
お
り
歴
史
遺
産
と
し
て
学

術
的
に
も
高
い
評
価
に
値
す
る
も
の

が
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
で
す
。
文
化

の
継
承
と
保
存
こ
そ
が
最
も
い
ま
大

事
な
と
き
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で「
石
が
語
る
西
海
の
歴

史
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
書
か
れ
た

著
書
を
大
阪
産
業
大
学
教
授
で
編
者

の
市
村
高
男
先
生
よ
り
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
本
は
平
成
24
年
に

開
催
し
た「
西
海
公
民
館
歴
史
講
座

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
の
各
パ
ネ
ラ
ー

の
論
考
を
基
本
に
し
て
、
編
者
と
し

て
元
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
研
究
グ

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
大
石
一
久
様
、

西
海
市
学
芸
員
も
か
か
わ
り
、
倭わ

寇こ
う

と
キ
リ
シ
タ
ン
世
界
を
読
み
直
す
貴

重
な
文
献
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
画

期
的
な
著
書
で
あ
り
ま
す
。
は
る
か

中
世
の
西
海
市「
西
彼
杵
半
島
と
そ

の
周
辺
」
は
、
当
時
ブ
ラ
ン
ド
品
で

あ
っ
た
石
鍋
を
中
心
に
活
気
あ
ふ
れ

る
最
先
端
の
地
域
で
あ
っ
た
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
大
瀬
戸
町
、
西
彼
町
に

は
石
鍋
工
場
跡
が
今
な
お
存
在
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
西
海
市
産
の
石
鍋
は

主
に
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か

け
て
製
作
さ
れ
遠
く
は
青
森
県
ま
で

運
ば
れ
て
お
り
、
そ
の
海
路
運
搬
に

か
か
わ
っ
た
海
夫
の
存
在
が
西
彼
町

の
石
塔
群
に
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

海
夫
と
は
、
船
を
生
活
の
舞
台
と
し

て
漁
労
、
運
搬
を
生
業
と
し
た
海
民

を
さ
す
も
の
で
多
く
は
2
か
ら
3
艇

の
船
で
構
成
さ
れ
た
一
族
集
団
で
あ

り
、
時
に
は
そ
れ
が
集
ま
っ
て
10
艇

以
上
の
船
団（
党
）を
な
し
て
活
動
し

て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。
石
鍋
の
製

作
と
、
西
海
市
内
に
根
拠
を
置
い
て

運
搬
を
担
っ
た
海
夫
の
お
か
げ
で
多

額
の
財
貨
が
こ
の
地
に
も
た
ら
さ
れ

た
事
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
か
つ

て
は
陸
の
孤
島
と
ま
で
言
わ
れ
た
現

在
の
西
海
市
で
あ
り
ま
す
が
、
輸
送

手
段
が
陸
上
交
通
に
変
わ
っ
た
近
世

か
ら
の
話
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
は
、

す
べ
て
終
点
の
な
い
海
上
ル
ー
ト
で

あ
り
一
時
代
を
制
し
た
と
言
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
石
塔
、
石
仏

な
ど
石
に
ま
つ
わ
る
文
化
発
祥
の
起

源
が
西
海
市
に
埋
も
れ
て
い
る
の
で

す
。

　

ま
た
、
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス

ト
教
関
連
遺
産
の
世
界
遺
産
登
録
推

薦
、
朗
報
を
信
じ
て
止
み
ま
せ
ん
。

１
５
６
２
年
キ
リ
シ
タ
ン
・
南
蛮
貿

易
発
祥
の
地
で
あ
る
横
瀬
浦
が
歴
史

学
術
的
に
な
ぜ
も
っ
と
光
が
当
た
ら

な
い
の
か
不
思
議
で
な
り
ま
せ
ん
。

ル
イ
ス
フ
ロ
イ
ス
が
日
本
に
初
上
陸

し
大
村
純
忠
が
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と

し
て
洗
礼
を
受
け
た
横
瀬
浦
は
当
時

の
姿
を
今
な
お
残
し
て
い
ま
す
。
壊

滅
に
至
っ
た
物
的
証
が
出
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

▲「石が語る西海の歴史」
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西海観光トピックについて詳しくは情報観光課観光物産班　☎３７－００６４へご連絡ください。

　平成24年にスタートし、いまやおなじみとなった西海市の秋のサイクリングイベント
「ツール・ド・ちゃんぽん」。5回目の今年は、9月18日（日）に開催されます。今回4つのコー
スをすべてリニューアル。6月に行われた参加募集では、700台のエントリーがたった1日
で定員になるという注目度の高さです。会場は4月にオープンしたばかりの「ポートホー
ルン長崎」。市民の皆さまにも一緒に楽しんでいただけるよう特産物の出店、よさこい踊
りやベリーダンスなどのイベントを開催予定です。たくさんのご来場お待ちしています！
　なお、当日、コースに当たる地域の皆さまにはご迷惑をおかけしますが、選手が通過す
る際には温かいご声援をお願いします。
※エントリー受付は終了しました。

ツール・ド・ちゃんぽん実行委員会事務局
095－881－7090（月～金曜 10時～16時）

問い合わせ先

ポートホールン長崎横広場会場

ツール・ド・ちゃんぽん実行委員会主催

西海市観光協会・西海市商工会共催 西海市特別後援

9月18日（日） 9時30分～17時開催日時

）

観光トピック

観
光
ト
ピ
ッ
ク

曜 日 8月のテーマ

月 動
どうみゃく

脈硬
こ う か

化の予
よ ぼ う

防

火 お尻
しり

からの出
しゅっけつ

血

水 赤
あか

ちゃんのウンチのお話
はな

し

木 皮
ひ ふ

膚に住
す

みつくダニ －疥
ひぜんだに

癬虫（ヒゼンダニ）－

金 ギャンブル依
いぞんしょう

存症

土・日 卵
らんそう

巣腫
しゅよう

瘍について
＊祝日は、前日のテープが流れます。

一年間分の「健康テレホンサービス」放送原稿を
収載した小冊子『健康一口メモ』（第23集、25～
29集：1冊400円・送料別）を好評販売中です。
ご注文は下記の問い合わせ先までお願いします。

8月の健康
テレフォンサービス

西海市の人口の動き

長　崎
（携帯電話不可）

長崎県保険医協会　長崎市恵美須町２‐３‐２Ｆ
☎095-825-3829／FAX 095-825-3893

☎095-826-5511

70120-555-203

平成28年
6月30日
現在

前月比
各町別

西彼 西海 大島 崎戸 大瀬戸

人
口
日本人 28,773 7 8,581 7,577 4,978 1,529 6,108 
外国人 437 9 55 7 361 4 10 

男
日本人 13,917 -3 4,102 3,578 2,509 735 2,993 

外国人 351 10 13 1 335 2 0 

女
日本人 14,856 10 4,479 3,999 2,469 794 3,115 

外国人 86 -1 42 6 26 2 10 

世
帯
数

日本人 12,392 3 3,267 2,915 2,570 861 2,779 

混　合 34 -1 11 5 12 1 5 

外国人 387 9 43 2 335 2 5 

6月中
日本人 外国人

転　入 65 16 
転　出 34 4 
出　生 11 0 
死　亡 32 0 

※ 平成24年7月9日から
外国人が住民基本台帳
法の対象に含まれるよ
うになりました。

6月放送分で木曜日のテーマ（「脱毛（抜け毛）の治療」）が当会の手違いにより
放送できませんでした。ご迷惑をおかけしまして申し訳ありませんでした。
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あ
ん
な
こ
と

こ
ん
な
こ
と

市長の

市長コラム

市
長
コ
ラ
ム

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
、
市
長
の

田
中
で
す
。
猛
暑
日
が
続
い
て
い
ま

す
が
市
民
の
皆
様
に
は
熱
中
症
な
ど

大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。
豪
雨
、
台
風
な

ど
自
然
の
猛
威
が
い
つ
も
頭
か
ら
離

れ
ま
せ
ん
。
今
年
は
台
風
の
発
生
が

例
年
に
比
べ
異
常
に
遅
く
、
気
象
に

異
変
が
起
き
て
い
る
証
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
7
月
初
旬
が
広
報
さ
い
か
い

8
月
号
の
コ
ラ
ム
原
稿
締
め
切
り
な

の
で
各
ご
家
庭
に
配
布
さ
れ
る
ま
で

に
何
事
も
な
け
れ
ば
よ
い
が
と
案
じ

て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
先
月
は
夏
を
告
げ
る
行
事

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
各
地
区

で
は
さ
な
ぼ
り
行
事
に
伝
統
的
な

夏
越
し
祭
り
が
行
わ
れ
、
チ
ガ
ヤ
で

作
っ
た
輪
を
抜
け
る
慣
わ
し
に
は
、

五
穀
豊
穣
と
無
病
息
災
、
地
域
安
泰

の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か

途
絶
え
る
こ
と
の
無
い
こ
う
し
た
伝

統
文
化
を
こ
れ
か
ら
も
継
承
し
て
行

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
西
海

市
に
は
津
々
浦
々
に
貴
重
な
文
化
が

存
在
し
て
お
り
歴
史
遺
産
と
し
て
学

術
的
に
も
高
い
評
価
に
値
す
る
も
の

が
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
で
す
。
文
化

の
継
承
と
保
存
こ
そ
が
最
も
い
ま
大

事
な
と
き
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で「
石
が
語
る
西
海
の
歴

史
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
書
か
れ
た

著
書
を
大
阪
産
業
大
学
教
授
で
編
者

の
市
村
高
男
先
生
よ
り
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
本
は
平
成
24
年
に

開
催
し
た「
西
海
公
民
館
歴
史
講
座

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
の
各
パ
ネ
ラ
ー

の
論
考
を
基
本
に
し
て
、
編
者
と
し

て
元
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
研
究
グ

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
大
石
一
久
様
、

西
海
市
学
芸
員
も
か
か
わ
り
、
倭わ

寇こ
う

と
キ
リ
シ
タ
ン
世
界
を
読
み
直
す
貴

重
な
文
献
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
画

期
的
な
著
書
で
あ
り
ま
す
。
は
る
か

中
世
の
西
海
市「
西
彼
杵
半
島
と
そ

の
周
辺
」
は
、
当
時
ブ
ラ
ン
ド
品
で

あ
っ
た
石
鍋
を
中
心
に
活
気
あ
ふ
れ

る
最
先
端
の
地
域
で
あ
っ
た
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
大
瀬
戸
町
、
西
彼
町
に

は
石
鍋
工
場
跡
が
今
な
お
存
在
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
西
海
市
産
の
石
鍋
は

主
に
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か

け
て
製
作
さ
れ
遠
く
は
青
森
県
ま
で

運
ば
れ
て
お
り
、
そ
の
海
路
運
搬
に

か
か
わ
っ
た
海
夫
の
存
在
が
西
彼
町

の
石
塔
群
に
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

海
夫
と
は
、
船
を
生
活
の
舞
台
と
し

て
漁
労
、
運
搬
を
生
業
と
し
た
海
民

を
さ
す
も
の
で
多
く
は
2
か
ら
3
艇

の
船
で
構
成
さ
れ
た
一
族
集
団
で
あ

り
、
時
に
は
そ
れ
が
集
ま
っ
て
10
艇

以
上
の
船
団（
党
）を
な
し
て
活
動
し

て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。
石
鍋
の
製

作
と
、
西
海
市
内
に
根
拠
を
置
い
て

運
搬
を
担
っ
た
海
夫
の
お
か
げ
で
多

額
の
財
貨
が
こ
の
地
に
も
た
ら
さ
れ

た
事
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
か
つ

て
は
陸
の
孤
島
と
ま
で
言
わ
れ
た
現

在
の
西
海
市
で
あ
り
ま
す
が
、
輸
送

手
段
が
陸
上
交
通
に
変
わ
っ
た
近
世

か
ら
の
話
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
は
、

す
べ
て
終
点
の
な
い
海
上
ル
ー
ト
で

あ
り
一
時
代
を
制
し
た
と
言
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
石
塔
、
石
仏

な
ど
石
に
ま
つ
わ
る
文
化
発
祥
の
起

源
が
西
海
市
に
埋
も
れ
て
い
る
の
で

す
。

　

ま
た
、
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス

ト
教
関
連
遺
産
の
世
界
遺
産
登
録
推

薦
、
朗
報
を
信
じ
て
止
み
ま
せ
ん
。

１
５
６
２
年
キ
リ
シ
タ
ン
・
南
蛮
貿

易
発
祥
の
地
で
あ
る
横
瀬
浦
が
歴
史

学
術
的
に
な
ぜ
も
っ
と
光
が
当
た
ら

な
い
の
か
不
思
議
で
な
り
ま
せ
ん
。

ル
イ
ス
フ
ロ
イ
ス
が
日
本
に
初
上
陸

し
大
村
純
忠
が
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と

し
て
洗
礼
を
受
け
た
横
瀬
浦
は
当
時

の
姿
を
今
な
お
残
し
て
い
ま
す
。
壊

滅
に
至
っ
た
物
的
証
が
出
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

▲「石が語る西海の歴史」
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■
編
集
と
発
行

西
海
市
役
所
　
さ
い
か
い
力
創
造
部
　
政
策
企
画
課

西
海
市
大
瀬
戸
町
瀬
戸
樫
浦
郷
2222

番
地

☎
0959-37-0011（

代
表
） FA

X.0959-23-3101
E-m
ailア

ド
レ
ス
 info@

city.saikai.lg.jp
H
P
ア
ド
レ
ス
 http://w

w
w
.city.saikai.nagasaki.jp/

08
西
海
市
2
0
1
6
 N
O
.1
3
6

西
海
市

編
集
者
の
ひ
と
こ
と

西
海
市
の
情
報
を
テ
レ
ビ
で
確
認
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
３
か
月
が

経
ち
ま
し
た
。
N
B
C
長
崎
放
送
に

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
合
わ
せ
て
d
ボ
タ
ン

を
押
し
て
「
自
治
体
情
報
」
ボ
タ
ン

を
選
択
。
こ
の
よ
う
な
簡
単
な
操
作

だ
け
で
た
く
さ
ん
の
情
報
が
得
ら
れ

る
と
は
、
世
の
中
の
物
は
な
ん
て
便

利
で
進
化
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
し

み
じ
み
感
じ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
家
電
で
例
を
挙
げ
て
み
る
と
、

・
ビ
デ
オ
↓
D
V
D

・
携
帯
電
話
↓
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

・
地
図
帳
↓
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

・
掃
除
機
↓
お
掃
除
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
…

　

10
年
後
に
は
色
々
な
物
が
さ
ら
に

進
化
し
て
い
そ
う
で
す
ね
。

…
（
ひ
）

石　

鍋

か
つ
て
の
繁
栄
の

歴
史
を
今
に
残
す―

つ
な
が
る
 ひ
ろ
が
る
 未

来
へ
つ づ く  健 康 の 里 さ い か

い

つ
な
が
る
 ひ
ろ
が
る
 未

来
へ
つ づ く  健 康 の 里 さ い か

い

つつつつ
なななな
がががが
るるるる
ひひひひ
ろろろろ
がががが
るるるる

未未未未
来来来来
へへへへ つつつつ づづづづ くくくく 健健健健 康康康康 のののの 里里里里 ささささ いいいい かかかか

いいいい
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観光トピック

市長コラム

【
件
名
】夏
祭
り
写
真

【
本
文
】撮
影
者
名
、撮
影
日
、祭
名
、作
品
名

※
１
通
の
メ
ー
ル
に
つ
き
、作
品
は
１
件（
サ

イ
ズ
の
上
限
は
７
メ
ガ
バ
イ
ト
ま
で
）と
し

ま
す
。作
品
が
複
数
あ
る
場
合
は
、メ
ー
ル

を
複
数
回
に
分
け
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

【
送
信
先
】

h
ish
o
ko
h
o
@
city.sa

ika
i.lg.jp

※
応
募
作
品
の
審
査
発
表
は
広
報
さ
い
か
い
１０
月

号
の
掲
載
で
お
知
ら
せ
す
る
も
の
と
し
、事
前
に

全
て
の
応
募
者
に
は
通
知
を
行
い
ま
せ
ん
。

※
応
募
に
伴
い
発
生
し
た
送
信
費
等
は
全
て
応
募

者
の
負
担
と
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

政
策
企
画
課
秘
書
広
報
班　

☎
３７‐０
２
６
１

～夏祭りの季節がやってきた～

応
募
要
項

応
募
テ
ー
マ「
思
い
出
に
残
る
夏
祭
り
」

応
募
期
間　

     

８
月
１１
日
〜
３１
日

応
募
資
格　

     

プ
ロ・ア
マ
不
問

入
賞
に
つ
い
て　

最
優
秀
賞 

１
点
、

　
　
　
　
　
　
　

優
秀
賞 

１
町
に
つ
き
３
点

入
賞
し
た
作
品
は
広
報
さ
い
か
い
１０
月
号
の
特
集

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
！

応
募
作
品
数　

  

１
人
に
つ
き
３
点
ま
で

応
募
作
品
に
関
す
る
諸
注
意

○
他
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
未
発
表
、発
表
予
定
の
な
い

も
の
に
限
り
ま
す
。

○
応
募
作
品
で
使
用
す
る
被
写
体
お
よ
び
著
作
物
の
肖
像

権
、著
作
権
等
に
つ
い
て
は
、応
募
者
の
責
任
と
な
り
ま

す
。ま
た
、被
写
体
は
必
ず
ご
本
人（
被
写
体
）の
使
用
許

諾
承
認
を
得
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。被
写
体
が
未
成
年

の
場
合
は
、親
権
者
の
承
諾
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
応
募
作
品
に
つ
い
て
第
三
者
か
ら
権
利
侵
害
に
関
す
る

申
し
入
れ
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
、そ
れ
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
は
応
募
者
が
全
て
の
責
任
を
負
う
も
の
と
し
ま
す
。

○
応
募
作
品
の
著
作
権
は
応
募
者
に
帰
属
し
ま
す
。

○
西
海
市
は
広
報
活
動
等
に
応
募
作
品
を
無
償・無
許
可
で

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。ま
た
、応
募
作

品
を
第
三
者
に
無
償
で
貸
与
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

○
こ
の
応
募
要
項
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
事
項
に
つ
い
て

は
、西
海
市
が
最
終
的
な
決
定
権
を
持
つ
も
の
と
し
ま
す
。

応
募
方
法

電
子
メ
ー
ル
に
作
品（
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
フ
ァ
イ
ル
）を
添

付
し
、件
名
と
本
文
を
次
の
と
お
り
入
力
し
て
、送

信
し
て
く
だ
さ
い
。

８月に西海市内各地区で行われる夏祭りの様子を

撮影した写真を募集します！下記の応募要項をご確認

の上、たくさんのご応募をお待ちしています！

くらしのカレンダー8月

月 火 水 木 金 土 日

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30 31 1 2 3 4

健康相談（8月・9月）

※身体や心の健康に関することなどご相談ください。保健師などによる個別相談を行います。
※月曜日が大瀬戸、金曜日が西彼に変更になりました。

8月26日・9月30日
8月31日・9月28日
8月25日・9月29日
8月30日・9月27日
8月29日・9月26日

曜日
金
水
木
火
月

　　　 場　所
西彼保健福祉センター
西海保健センター
大島保健センター
崎戸中央公民館
大瀬戸保健センター

受付時間

９：３０～１１：００

すくすく相談会
9月 7 日
9月21日

曜日
水
水

　　　場　所
大瀬戸保健センター
大島保健センター

　時　間
10：00～11：00
10：00～12：00

予約締切
8/31（水）
9/14（水）

乳幼児相談
8月19日
8月23日
9月 2 日
9月13日
9月16日
9月27日

曜日
金
火
金
火
金
火

　　　　　　場　所
大瀬戸保健センター
西彼保健福祉センター
大島保健センター
西海保健センター
大瀬戸保健センター
西彼保健福祉センター

受付時間

１０：００～１１：３０

母子健康手帳交付日程

救急医療在宅当番医

※上記の定例日以外の発行については、原則として予約制です。こども課にご連絡ください。
※母子健康手帳交付には、印鑑、個人番号カード（マイナンバーカード）もしくは、
　個人番号通知カードおよび身元を確認できる証明書が必要です。

8月19日
9月16日

曜日
金
金

　　　　　　場　所
こども課（市役所第1別館）
こども課（市役所第1別館）

受付時間

１３：３０～１６：００

西彼杵医師会　☎０９５‐８８２‐５２６８ 
※当番医は変更になることがあります。 ※ご利用の際は、当番医に電話で確認してください。

※専門外に対しては診療ができない場合があります。

臨床心理士による子育てに関する相談を受付けています。
　乳幼児相談、乳幼児健康診査等の日程については、「西海市母子健康カレ
ンダー」に掲載しています。母子健康カレンダーは、母子保健事業実施時や各
総合支所でも配布します。また、西海市ウェブサイトにも掲載しています。

※就学前までのお子さんと保護者の方を対象に、身体計測・栄養相談・歯科相談・保健相談を行います。
※お誕生相談（その月に1歳のお誕生日をむかえる方が対象です。事前に通知します。）
※妊婦相談（助産師や保健師、栄養士が対応します。）
※おっぱい相談（妊婦・授乳中の方の相談を助産師がお受けします。予約優先です。）

●救急医療
在宅当番医　  
金森医院（西海）
☎32－0006
山崎医院（崎戸）
☎35－3337

●救急医療
在宅当番医
東内科医院（西彼）
☎27－0127
雪浦ひうらクリニック
（大瀬戸）
☎22-9508
松島診療所（大瀬戸）
☎37-0130

●脳★はつらつ教室
西海公民館
10時～11時
●脳★はつらつ教室
西彼教育文化センター
14時～15時
●乳児健康診査
大島保健センター
13時20分～13時30分

●乳幼児相談
西彼保健福祉センター
10時～11時30分
●障がい者就労相談
福祉事務所1階会議室
13時～15時

●脳★はつらつ教室
大島離島センター
10時～11時
●脳★はつらつ教室
本郷公民館
13時30分～14時30分

●集合税
3期納期限
●脳★はつらつ教室
西海公民館
10時～11時
●脳★はつらつ教室
西彼教育文化センター
14時～15時

●脳★はつらつ教室
中浦公民館
14時～15時
●乳児健康診査
西海保健センター
13時20分～13時30分

●脳★はつらつ教室
ふれあい工芸館
14時～15時
●3歳6ヶ月児健康診査
西彼保健福祉センター
13時～13時10分

●乳幼児相談
大瀬戸保健センター
10時～11時30分
●母子健康手帳交付
市役所第1別館こども課
13時30分～16時

子どもの予防接種
※麻しん・風しん予防接種の対象は下記のようになっています。
・第１期：生後１２か月以上２４か月未満
・第２期：平成２２年４月２日～平成２３年４月１日生まれ

子どもの予防接種
※麻しん・風しん予防接種の対象は下記のようになっています。
・第１期：生後１２か月以上２４か月未満
・第２期：平成２２年４月２日～平成２３年４月１日生まれ
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くらしのカレンダー8月

月 火 水 木 金 土 日
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22 23 24 25 26 27 28 
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健康相談（8月・9月）

※身体や心の健康に関することなどご相談ください。保健師などによる個別相談を行います。
※月曜日が大瀬戸、金曜日が西彼に変更になりました。

8月26日・9月30日
8月31日・9月28日
8月25日・9月29日
8月30日・9月27日
8月29日・9月26日

曜日
金
水
木
火
月

　　　 場　所
西彼保健福祉センター
西海保健センター
大島保健センター
崎戸中央公民館
大瀬戸保健センター

受付時間

９：３０～１１：００

すくすく相談会
9月 7 日
9月21日

曜日
水
水

　　　場　所
大瀬戸保健センター
大島保健センター

　時　間
10：00～11：00
10：00～12：00

予約締切
8/31（水）
9/14（水）

乳幼児相談
8月19日
8月23日
9月 2 日
9月13日
9月16日
9月27日

曜日
金
火
金
火
金
火

　　　　　　場　所
大瀬戸保健センター
西彼保健福祉センター
大島保健センター
西海保健センター
大瀬戸保健センター
西彼保健福祉センター

受付時間

１０：００～１１：３０

母子健康手帳交付日程

救急医療在宅当番医

※上記の定例日以外の発行については、原則として予約制です。こども課にご連絡ください。
※母子健康手帳交付には、印鑑、個人番号カード（マイナンバーカード）もしくは、
　個人番号通知カードおよび身元を確認できる証明書が必要です。

8月19日
9月16日

曜日
金
金

　　　　　　場　所
こども課（市役所第1別館）
こども課（市役所第1別館）

受付時間

１３：３０～１６：００

西彼杵医師会　☎０９５‐８８２‐５２６８ 
※当番医は変更になることがあります。 ※ご利用の際は、当番医に電話で確認してください。

※専門外に対しては診療ができない場合があります。

臨床心理士による子育てに関する相談を受付けています。
　乳幼児相談、乳幼児健康診査等の日程については、「西海市母子健康カレ
ンダー」に掲載しています。母子健康カレンダーは、母子保健事業実施時や各
総合支所でも配布します。また、西海市ウェブサイトにも掲載しています。

※就学前までのお子さんと保護者の方を対象に、身体計測・栄養相談・歯科相談・保健相談を行います。
※お誕生相談（その月に1歳のお誕生日をむかえる方が対象です。事前に通知します。）
※妊婦相談（助産師や保健師、栄養士が対応します。）
※おっぱい相談（妊婦・授乳中の方の相談を助産師がお受けします。予約優先です。）

●救急医療
在宅当番医　  
金森医院（西海）
☎32－0006
山崎医院（崎戸）
☎35－3337

●救急医療
在宅当番医
東内科医院（西彼）
☎27－0127
雪浦ひうらクリニック
（大瀬戸）
☎22-9508
松島診療所（大瀬戸）
☎37-0130

●脳★はつらつ教室
西海公民館
10時～11時
●脳★はつらつ教室
西彼教育文化センター
14時～15時
●乳児健康診査
大島保健センター
13時20分～13時30分

●乳幼児相談
西彼保健福祉センター
10時～11時30分
●障がい者就労相談
福祉事務所1階会議室
13時～15時

●脳★はつらつ教室
大島離島センター
10時～11時
●脳★はつらつ教室
本郷公民館
13時30分～14時30分

●集合税
3期納期限
●脳★はつらつ教室
西海公民館
10時～11時
●脳★はつらつ教室
西彼教育文化センター
14時～15時

●脳★はつらつ教室
中浦公民館
14時～15時
●乳児健康診査
西海保健センター
13時20分～13時30分

●脳★はつらつ教室
ふれあい工芸館
14時～15時
●3歳6ヶ月児健康診査
西彼保健福祉センター
13時～13時10分

●乳幼児相談
大瀬戸保健センター
10時～11時30分
●母子健康手帳交付
市役所第1別館こども課
13時30分～16時

子どもの予防接種
※麻しん・風しん予防接種の対象は下記のようになっています。
・第１期：生後１２か月以上２４か月未満
・第２期：平成２２年４月２日～平成２３年４月１日生まれ

子どもの予防接種
※麻しん・風しん予防接種の対象は下記のようになっています。
・第１期：生後１２か月以上２４か月未満
・第２期：平成２２年４月２日～平成２３年４月１日生まれ
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くらしのカレンダー
9月
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※各教室講座については、各担当部署にお問い合わせください。
※大瀬戸コミセン：大瀬戸コミュニティセンター　※大島離島センター：大島離島開発総合センター

●救急医療
在宅当番医
田中医院（西海）
☎32－0033
わたなべクリニック
（大瀬戸）
☎23－3002
●大崎中学校・
大崎高校
合同体育大会  
9時5分～

●救急医療
在宅当番医
田中クリニック
（西彼）
☎27－0035
須山医院（大島）
☎34－2123　　　

●救急医療
在宅当番医
せいひ中央クリニック
（西彼町）
☎28－1190
浦口医院（大瀬戸）
☎22－0015
松島診療所（大瀬戸）
☎37-0130

●救急医療
在宅当番医
小武医院（西海）
☎32－2121
中村医院（大瀬戸）
☎22－0012

●救急医療
在宅当番医
真珠園療養所（西彼）
☎28－0038
山崎医院（崎戸）
☎35－3337

●救急医療
在宅当番医
金森医院（西海）
☎32－0006
池田医院（西海）
☎33－2021       
●平島大運動会
9時～
●雪浦小学校
運動会
9時～

●脳★はつらつ教室
ふれあい工芸館
14時～15時
●年金相談
（予約制）
大島総合支所
11時～15時

●脳★はつらつ教室
大島離島センター
10時～11時
●脳★はつらつ教室
本郷公民館
13時30分～14時30分
●すくすく相談会
大瀬戸保健センター
10時～12時
●3歳6ヶ月児健康診査
大瀬戸保健センター
13時～13時10分

●乳児健康診査
西彼保健福祉センター
13時20分～13時30分

●大島地区行政相談
大島離島センター
10時～14時

●乳幼児相談
西海保健センター
10時～11時30分
●障がい者就労相談
福祉事務所1階会議室
13時～15時

●大島地区
子どもの人権・
女性の悩みごと
特設相談・法律相談
大島離島センター
10時～16時

●乳幼児相談
西彼保健福祉センター
10時～11時30分
●障がい者就労相談
福祉事務所1階会議室
13時～15時

●脳★はつらつ教室
西海公民館
10時～11時
●脳★はつらつ教室
西彼教育文化センター
14時～15時

●脳★はつらつ教室
ふれあい工芸館
14時～15時
●1歳6ヶ月児健康診査
西海保健センター
13時～13時10分

●集合税
4期納期限

●脳★はつらつ教室
中浦公民館
14時～15時

●西彼地区人権・行政相談
西彼保健福祉センター・10時～15時
●西海地区人権・行政・法律相談
西海総合支所・10時～15時
●脳★はつらつ教室
大島離島センター・10時～11時
本郷公民館・13時30分～14時30分
●すくすく相談
大島保健センター・10時～11時
●1歳6ヶ月児健康診査
大島保健センター・13時～13時10分

●脳★はつらつ教室
西海公民館
10時～11時
●脳★はつらつ教室
西彼教育文化センター
14時～15時
●大瀬戸地区行政相談
大瀬戸コミセン
10時～15時

●脳★はつらつ教室
ふれあい工芸館
14時～15時

●乳幼児相談
大瀬戸保健センター
10時～11時30分
●母子健康手帳交付
市役所第1別館こども課
13時30分～16時

●崎戸地区
行政相談
崎戸中央公民館
10時～15時
●乳幼児相談
大島保健センター
10時～11時30分
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